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(57)【要約】
　本開示は、ディスプレイアレイを較正するための、コ
ンピュータ記憶媒体上に符号化されたコンピュータプロ
グラムを含む、システム、方法および装置を提供する。
一態様では、ディスプレイアレイを較正する方法は、特
定の駆動応答特性を決定することと、ディスプレイアレ
イ上の画像データの更新間で、特定の駆動方式電圧を更
新することとを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のディスプレイ要素を含むアレイにおける駆動方式電圧を較正する方法であって、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第１のサブセットについて、前記第１のサブセッ
ト中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こす
電圧を特性化する、第１の電圧を決定することと、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第２のサブセットについて、前記第２のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記第２の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起
こさない電圧を特性化する、第２の電圧を決定することと、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第３のサブセットについて、前記第３のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記第３の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起
こさない電圧を特性化する、第３の電圧を決定することと、
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、前記アレイの寿
命の少なくとも一部の部分にわたって、前記アレイの使用中に保守較正を実行することと
を備える方法。
【請求項２】
　前記方法が、前記アレイのディスプレイ要素の第４のサブセットについて、前記第１の
電圧、前記第２の電圧、および前記第３の電圧のうちの少なくとも１つを決定することを
さらに備え、前記第４のサブセットが、ランダムまたは擬似ランダムに選択される、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記アレイのディスプレイ要素の前記第１のサブセット、前記第２のサブセット、また
は前記第３のサブセットのうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記
第４のサブセットを使用することをさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　ディスプレイ要素の前記第１のサブセット、前記第２のサブセット、または前記第３の
サブセットのうちの１つまたは複数について決定された電圧と、前記アレイのディスプレ
イ要素の前記第４のサブセットについて決定された前記電圧とを使用して、前記駆動方式
電圧を較正することをさらに備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とに少なくとも部分的に基づい
て、少なくとも１つの駆動方式電圧を決定することをさらに備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの駆動方式電圧が、保持電圧とセグメント電圧の一方または両方を
含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記決定された駆動方式電圧を使用して、画像を表示するように、アレイを駆動するこ
とをさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、保守較正を実行
することが、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを繰り返し決定することと、前
記ディスプレイの寿命時間にわたって定期的な間隔において、前記決定された第１の電圧
と、第２の電圧と、第３の電圧とに基づいて、駆動方式電圧を更新することとを含む、請
求項５に記載の方法。
【請求項９】
　決定することが、ディスプレイ要素のサブセットについてのヒステリシス曲線を決定す
ることを含む、請求項１に記載の方法。
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【請求項１０】
　決定することが、ディスプレイ要素のサブセットについてのヒステリシス曲線の１次導
関数を計算することを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　複数のディスプレイ要素を含むアレイにおける駆動方式電圧を較正する方法であって、
　前記アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットの
、１つまたは複数の駆動応答特性を決定することと、
　ディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定
された、前記決定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出することであり、
導出することが、前記決定された駆動応答特性を、駆動方式電圧値のための公式に代入す
ることを含む、導出することと、
　前記アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットを特性化するために、前記ア
レイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットの、１つまたは複数の駆動応答特
性を決定することと、
を備える方法。
【請求項１２】
　前記アレイのディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセット
のうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセット
を使用することをさらに備える請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　ディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定さ
れた前記駆動応答特性と、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセット
の前記駆動応答特性とを使用して、前記駆動方式電圧を更新することをさらに備える請求
項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記駆動応答特性が、第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が
開放状態から作動することを引き起こす電圧を特性化する、第１の電圧と、第２のサブセ
ット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記サブ
セット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こさ
ない電圧を特性化する、第２の電圧と、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が
作動状態から開放することを引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディス
プレイ要素が作動状態から開放することを引き起こさない電圧を特性化する、第３の電圧
とのうちの、１つまたは複数を含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　導出することが、前記決定された駆動応答特性を、駆動方式電圧値のための公式に代入
することを備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　少なくともいくつかの駆動方式電圧値が、公式
【数１】

から導出され、
　ＶＳが、導出されたセグメント電圧であり、ＶＨが、導出された保持電圧であり、ＶＡ

ＭＡＸ＿Ｈが、前記第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放
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状態から作動することを引き起こす電圧を特性化する、前記第１の電圧であり、ＶＲＭＡ

Ｘ＿Ｈが、第２のサブセット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを
引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作
動することを引き起こさない電圧を特性化する、前記第２の電圧であり、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ

が、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起
こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放する
ことを引き起こさない電圧を特性化する、前記第３の電圧であり、ＯＶが、作動中に前記
ディスプレイ要素に供給されるべきであるＶＡＭＡＸ＿Ｈを上回る電圧量を表す、経験的
に決定された値であり、ＡＬが、保持状態中に前記ディスプレイ要素に供給されるべきで
あるＶＲＭＡＸ＿Ｈを上回る電圧量を表す、経験的に決定された値であり、ＳＯが、保持
状態中に前記ディスプレイ要素に供給されるべきであるＶＡＭＩＮ＿Ｈを下回る上回る電
圧を表す、経験的に決定された値である、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　ディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットをランダムまたは擬似ランダムに選択
することをさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１８】
　駆動方式電圧を較正するための装置であって、
　ディスプレイ要素のアレイと、
　ディスプレイ要素状態感知回路と、
　　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第１のサブセットについて、前記第１のサブセ
ット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こ
す電圧を特性化する、第１の電圧を決定することと、
　　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第２のサブセットについて、前記第２のサブセ
ット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記第２
のサブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き
起こさない電圧を特性化する、第２の電圧を決定することと、
　　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第３のサブセットについて、前記第３のサブセ
ット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記第３
のサブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き
起こさない電圧を特性化する、第３の電圧を決定することと、
　　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、前記アレイの
使用中に保守較正を実行することと
　を行うように構成されたドライバおよびプロセッサ回路と
を備える装置。
【請求項１９】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記アレイのディスプレイ要素の第４のサブセ
ットについて、前記第１の電圧、前記第２の電圧、および前記第３の電圧のうちの少なく
とも１つを決定することを行うようにさらに構成され、前記第４のサブセットが、ランダ
ムまたは擬似ランダムに選択される、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記アレイのディスプレイ要素の前記第１のサ
ブセット、前記第２のサブセット、または前記第３のサブセットのうちの１つの代わりに
、前記アレイのディスプレイ要素の前記第４のサブセットを使用することを行うようにさ
らに構成される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、ディスプレイ要素の前記第１のサブセット、前
記第２のサブセット、または前記第３のサブセットのうちの１つまたは複数について決定
された電圧と、前記アレイのディスプレイ要素の前記第４のサブセットについて決定され
た前記電圧とを使用して、前記駆動方式電圧を較正することを行うようにさらに構成され
る、請求項２０に記載の装置。
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【請求項２２】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第
３の電圧とに少なくとも部分的に基づいて、少なくとも１つの駆動方式電圧を決定するこ
とを行うようにさらに構成される、請求項１８に記載の装置。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つの駆動方式電圧が、保持電圧とセグメント電圧の一方または両方を
含む、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記決定された駆動方式電圧を使用して、画像
を表示するように、アレイを駆動することを行うようにさらに構成される、請求項２３に
記載の装置。
【請求項２５】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを
繰り返し決定すること、および、前記ディスプレイの寿命時間にわたって定期的な間隔に
おいて、前記決定された第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とに基づいて、駆動方
式電圧を更新することによって、前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧
とを使用して、保守較正を実行することを行うように構成される、請求項２２に記載の装
置。
【請求項２６】
　ディスプレイと、
　前記ディスプレイと通信するように構成されるプロセッサであって、画像データを処理
するように構成されるプロセッサと、
　前記プロセッサと通信するように構成されるメモリデバイスと
をさらに備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２７】
　前記ディスプレイに少なくとも１つの信号を送るように構成されたドライバ回路と、
　前記ドライバ回路に前記画像データの少なくとも一部分を送るように構成されたコント
ローラと
をさらに備える、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記プロセッサに前記画像データを送るように構成された画像ソースモジュール
をさらに備える、請求項２６に記載の装置。
【請求項２９】
　前記画像ソースモジュールが、受信機、トランシーバ、および送信機のうちの少なくと
も１つを含む、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　入力データを受信することと、前記プロセッサに前記入力データを通信することとを行
うように構成された入力デバイス
をさらに備える、請求項２６に記載の装置。
【請求項３１】
　駆動方式電圧を較正するための装置であって、
　ディスプレイ要素のアレイと、
　ディスプレイ要素状態感知回路と、
　　前記アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセット
の、１つまたは複数の駆動応答特性を決定することと、
　　ディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決
定された、前記決定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出することと、
　　前記アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットを特性化するために、前記
アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットの、１つまたは複数の駆動応答
特性を決定することと
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　を行うように構成されたドライバおよびプロセッサ回路と
を備える装置。
【請求項３２】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記アレイのディスプレイ要素の前記１つまた
は複数の以前に特性化されたサブセットのうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプ
レイ要素の前記追加の異なるサブセットを使用することを行うようにさらに構成される、
請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、ディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に
特性化されたサブセットについて決定された前記駆動応答特性と、前記アレイのディスプ
レイ要素の前記追加の異なるサブセットの前記駆動応答特性とを使用して、前記駆動方式
電圧を更新することを行うようにさらに構成される、請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記駆動応答特性が、第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が
開放状態から作動することを引き起こす電圧を特性化する、第１の電圧と、第２のサブセ
ット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記サブ
セット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こさ
ない電圧を特性化する、第２の電圧と、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が
作動状態から開放することを引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディス
プレイ要素が作動状態から開放することを引き起こさない電圧を特性化する、第３の電圧
とのうちの、１つまたは複数を含む、請求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　導出することが、前記決定された駆動応答特性を、駆動方式電圧値のための公式に代入
することを備える、請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　少なくともいくつかの駆動方式電圧値が、公式
【数２】

から導出され、
　ＶSが、導出されたセグメント電圧であり、ＶHが、導出された保持電圧であり、ＶＡMA

X_Hが、前記第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態か
ら作動することを引き起こす電圧を特性化する、前記第１の電圧であり、ＶＲMAX_Hが、
第２のサブセット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こす
が、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動すること
を引き起こさない電圧を特性化する、前記第２の電圧であり、ＶＡMIN_Hが、第３のサブ
セット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記サ
ブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こ
さない電圧を特性化する、前記第３の電圧であり、ＯＶが、作動中に前記ディスプレイ要
素に供給されるべきであるＶＡMAX_Hを上回る電圧量を表す、経験的に決定された値であ
り、ＡＬが、保持状態中に前記ディスプレイ要素に供給されるべきであるＶＲMAX_Hを上
回る電圧量を表す、経験的に決定された値であり、ＳＯが、保持状態中に前記ディスプレ
イ要素に供給されるべきであるＶＡMIN_Hを下回る上回る電圧を表す、経験的に決定され
た値である、請求項３５に記載の装置。
【請求項３７】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、ディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセッ
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トをランダムまたは擬似ランダムに選択することを行うようにさらに構成される、請求項
３１に記載の装置。
【請求項３８】
　駆動方式電圧を較正するための装置であって、
　ディスプレイ要素のアレイと、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第１のサブセットについて、前記第１のサブセッ
ト中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こす
電圧を特性化する、第１の電圧を決定するための手段と、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第２のサブセットについて、前記第２のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記第２の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起
こさない電圧を特性化する、第２の電圧を決定するための手段と、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第３のサブセットについて、前記第３のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記第３の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起
こさない電圧を特性化する、第３の電圧を決定するための手段と、
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、前記アレイの使
用中に保守較正を実行するための手段と
を備える装置。
【請求項３９】
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを決定するための前記手段が
、積分器を含む、請求項３８に記載の装置。
【請求項４０】
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とに少なくとも部分的に基づい
て、少なくとも１つの駆動方式電圧を決定するための手段をさらに備える、請求項３８に
記載の装置。
【請求項４１】
　前記少なくとも１つの駆動方式電圧が、保持電圧とセグメント電圧の一方または両方を
含む、請求項４０に記載の装置。
【請求項４２】
　前記決定された駆動方式電圧を使用して、画像を表示するように、アレイを駆動するた
めの手段をさらに備える、請求項４１に記載の装置。
【請求項４３】
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、保守較正を実行
することが、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを繰り返し決定することと、前
記ディスプレイの寿命時間にわたって定期的な間隔において、前記決定された第１の電圧
と、第２の電圧と、第３の電圧とに基づいて、駆動方式電圧を更新することとを含む、請
求項４０に記載の装置。
【請求項４４】
　駆動方式電圧を較正するための装置であって、
　ディスプレイ要素のアレイと、
　前記アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットの
、１つまたは複数の駆動応答特性を決定するための手段と、
　ディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定
された、前記決定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出するための手段と
、
　前記アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットを特性化するために、前記ア
レイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットの、１つまたは複数の駆動応答特
性を決定するための手段と
を備える装置。
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【請求項４５】
　前記アレイのディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセット
のうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセット
を使用するための手段をさらに備える、請求項４４に記載の装置。
【請求項４６】
　ディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定さ
れた前記駆動応答特性と、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセット
の前記駆動応答特性とを使用して、前記駆動方式電圧を更新するための手段をさらに備え
る、請求項４５に記載の装置。
【請求項４７】
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第１のサブセットについて、前記第１のサブセッ
ト中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こす
電圧を特性化する、第１の電圧を決定することと、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第２のサブセットについて、前記第２のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記第２の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起
こさない電圧を特性化する、第２の電圧を決定することと、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第３のサブセットについて、前記第３のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記第３の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起
こさない電圧を特性化する、第３の電圧を決定することと、
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、前記アレイの使
用中に保守較正を実行することと
を行う前記方法をドライバ回路に実行させる命令を記憶した、非一時的な有形のコンピュ
ータ可読媒体。
【請求項４８】
　前記命令が、前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とに少なくとも部
分的に基づいて、少なくとも１つの駆動方式電圧を決定することを、前記ドライバ回路に
行わせる、請求項４７に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項４９】
　前記少なくとも１つの駆動方式電圧が、保持電圧とセグメント電圧の一方または両方で
ある、請求項４８に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項５０】
　前記命令が、前記決定された駆動方式電圧を使用して、画像を表示するように、アレイ
を駆動することを、前記ドライバ回路に行わせる、請求項４９に記載のコンピュータ可読
媒体。
【請求項５１】
　前記命令が、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを繰り返し決定すること、お
よび、前記ディスプレイの寿命時間にわたって定期的な間隔において、前記決定された第
１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とに基づいて、駆動方式電圧を更新することによ
って、前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、保守較正を
実行することを、前記ドライバ回路に行わせる、請求項４９に記載のコンピュータ可読媒
体。
【請求項５２】
　前記アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットの
、１つまたは複数の駆動応答特性を決定することと、
　ディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定
された、前記決定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出することと、
　前記アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットを特性化するために、前記ア
レイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットの、１つまたは複数の駆動応答特
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性を決定することと
を行う前記方法をドライバ回路に実行させる命令を記憶した、非一時的な有形のコンピュ
ータ可読媒体。
【請求項５３】
　前記命令が、前記アレイのディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化され
たサブセットのうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異な
るサブセットを使用することを、前記ドライバ回路に行わせる、請求項５２に記載のコン
ピュータ可読媒体。
【請求項５４】
　前記命令が、ディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットに
ついて決定された前記駆動応答特性と、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異な
るサブセットの前記駆動応答特性とを使用して、前記駆動方式電圧を更新することを、前
記ドライバ回路に行わせる、請求項５３に記載のコンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、駆動方式電圧の動的選択に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電気機械システムは、電気的および機械的要素と、アクチュエータと、トランスデュー
サと、センサーと、光学的構成要素（たとえば、ミラー）と、電子回路とを有するデバイ
スを含む。電気機械システムは、限定はしないが、マイクロスケールおよびナノスケール
を含む、様々なスケールで製造され得る。たとえば、マイクロ電気機械システム（ＭＥＭ
Ｓ：microelectromechanical system）デバイスは、約１ミクロンから数百ミクロン以上
に及ぶサイズを有する構造を含むことができる。ナノ電気機械システム（ＮＥＭＳ：nano
electromechanical system）デバイスは、たとえば、数百ナノメートルよりも小さいサイ
ズを含む、１ミクロンよりも小さいサイズを有する構造を含むことができる。電気および
電気機械デバイスを形成するために、堆積、エッチング、リソグラフィを使用して、なら
びに／あるいは、基板および／または堆積された材料層の部分をエッチング除去するかま
たは層を追加する、他の微細加工プロセスを使用して、電気機械要素が作成され得る。
【０００３】
　１つのタイプの電気機械システムデバイスは干渉変調器（ＩＭＯＤ：interferometric 
modulator）と呼ばれる。本明細書で使用する干渉変調器または干渉光変調器という用語
は、光学干渉の原理を使用して光を選択的に吸収および／または反射するデバイスを指す
。いくつかの実施態様では、干渉変調器は伝導性プレートのペアを含み得、そのペアの一
方または両方は、全体的にまたは部分的に、透明でおよび／または反射性であり、適切な
電気信号の印加時の相対運動が可能であり得る。一実施態様では、一方のプレートは、基
板上に堆積された固定層を含み得、他方のプレートは、エアギャップによって固定層から
分離された反射膜を含み得る。別のプレートに対するあるプレートの位置は、干渉変調器
に入射する光の光学干渉を変化させることがある。干渉変調器デバイスは、広範囲の適用
例を有しており、特にディスプレイ能力がある製品の場合、既存の製品を改善し、新しい
製品を作成する際に使用されることが予期される。
【発明の概要】
【０００４】
　本開示のシステム、方法およびデバイスは、それぞれいくつかの発明的態様を有し、そ
れらのうちの単一の態様が、単独で、本明細書で開示する望ましい属性を担当するとは限
らない。
【０００５】
　本開示で説明する主題の１つの発明的態様は、複数のディスプレイ要素を含むアレイに
おける駆動方式電圧を較正する方法において実施され得る。この方法は、アレイのディス
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プレイ要素の第１のサブセットについて、第１のサブセット中の本質的にすべてのディス
プレイ要素が開放状態から作動することを引き起こす電圧を特性化する、第１の電圧を決
定することを含み得る。この方法はまた、アレイのディスプレイ要素の第２のサブセット
について、第２のサブセット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを
引き起こすが、第２のサブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から
作動することを引き起こさない電圧を特性化する、第２の電圧を決定することをも含み得
る。この方法はまた、アレイのディスプレイ要素の第３のサブセットについて、第３のサ
ブセット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、第３
のサブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き
起こさない電圧を特性化する、第３の電圧を決定することをも含み得る。さらに、この方
法は、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを使用して、アレイの寿命の少なくと
も一部の部分にわたって、アレイの使用中に保守較正を実行することを含み得る。いくつ
かの態様では、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とに少なくとも部分的に基づい
て、少なくとも１つの駆動方式電圧が決定され得る。いくつかの態様では、第１の電圧と
、第２の電圧と、第３の電圧とを使用して、保守較正を実行することが、第１の電圧と、
第２の電圧と、第３の電圧とを繰り返し決定することと、ディスプレイの寿命時間にわた
って定期的な間隔において、決定された第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とに基
づいて、駆動方式電圧を更新することとを含む。
【０００６】
　別の態様では、複数のディスプレイ要素を含むアレイにおける駆動方式電圧を較正する
方法は、アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセット
の、１つまたは複数の駆動応答特性を決定することと、ディスプレイ要素の、１つまたは
複数の以前に特性化されたサブセットについて決定された、決定された駆動応答特性を使
用して、駆動方式電圧を導出することと、アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブ
セットを特性化するために、アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットの、１
つまたは複数の駆動応答特性を決定することとを含み得る。いくつかの態様では、アレイ
のディスプレイ要素の追加の異なるサブセットが、アレイのディスプレイ要素の、１つま
たは複数の以前に特性化されたサブセットのうちの１つの代わりに使用され得る。
【０００７】
　他の発明的態様は、駆動方式電圧を較正するための装置において実施され得る。この装
置は、ディスプレイ要素のアレイと、ディスプレイ要素状態感知回路と、ドライバおよび
プロセッサ回路とを含み得る。ドライバおよびプロセッサ回路は、アレイのディスプレイ
要素の第１のサブセットについて、第１のサブセット中の本質的にすべてのディスプレイ
要素が開放状態から作動することを引き起こす電圧を特性化する、第１の電圧を決定する
ことと、アレイのディスプレイ要素の第２のサブセットについて、第２のサブセット中の
第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、第２のサブセット
中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こさない電
圧を特性化する、第２の電圧を決定することと、アレイのディスプレイ要素の第３のサブ
セットについて、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放する
ことを引き起こすが、第３のサブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状
態から開放することを引き起こさない電圧を特性化する、第３の電圧を決定することとを
行うように構成され得る。ドライバおよびプロセッサ回路は、第１の電圧と、第２の電圧
と、第３の電圧とを使用して、アレイの使用中に保守較正を実行することを行うようにさ
らに構成され得る。
【０００８】
　別の発明的態様は、駆動方式電圧を較正するための装置において実施され得る。この態
様では、この装置は、ディスプレイ要素のアレイと、ディスプレイ要素状態感知回路と、
アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットの、１つ
または複数の駆動応答特性を決定すること、ディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前
に特性化されたサブセットについて決定された、決定された駆動応答特性を使用して、駆
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動方式電圧を導出すること、および、アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセッ
トを特性化するために、アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットの、１つま
たは複数の駆動応答特性を決定することを行うように構成されたドライバおよびプロセッ
サ回路とを含み得る。
【０００９】
　別の発明的態様では、駆動方式電圧を較正するための装置は、ディスプレイ要素のアレ
イと、アレイのディスプレイ要素の第１のサブセットについて、第１のサブセット中の本
質的にすべてのディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こす電圧を特性化
する、第１の電圧を決定するための手段と、アレイのディスプレイ要素の第２のサブセッ
トについて、第２のサブセット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動すること
を引き起こすが、第２のサブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態か
ら作動することを引き起こさない電圧を特性化する、第２の電圧を決定するための手段と
、アレイのディスプレイ要素の第３のサブセットについて、第３のサブセット中の第１の
ディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、第３のサブセット中のか
なりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こさない電圧を特
性化する、第３の電圧を決定するための手段と、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電
圧とを使用して、アレイの使用中に保守較正を実行するための手段とを含む。いくつかの
態様では、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを決定するための手段が、積分器
を含む。
【００１０】
　別の発明的態様では、駆動方式電圧を較正するための装置は、ディスプレイ要素のアレ
イと、アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットの
、１つまたは複数の駆動応答特性を決定するための手段と、ディスプレイ要素の、１つま
たは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定された、決定された駆動応答特性
を使用して、駆動方式電圧を導出するための手段と、アレイのディスプレイ要素の追加の
異なるサブセットを特性化するために、アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセ
ットの、１つまたは複数の駆動応答特性を決定するための手段とを含む。いくつかの態様
では、この装置は、アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化された
サブセットのうちの１つの代わりに、アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセッ
トを使用するための手段をさらに含み得る。
【００１１】
　別の発明的態様では、非一時的な有形のコンピュータ可読媒体は、アレイのディスプレ
イ要素の第１のサブセットについて、第１のサブセット中の本質的にすべてのディスプレ
イ要素が開放状態から作動することを引き起こす電圧を特性化する、第１の電圧を決定す
ることと、アレイのディスプレイ要素の第２のサブセットについて、第２のサブセット中
の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、第２のサブセッ
ト中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こさない
電圧を特性化する、第２の電圧を決定することと、アレイのディスプレイ要素の第３のサ
ブセットについて、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放す
ることを引き起こすが、第３のサブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動
状態から開放することを引き起こさない電圧を特性化する、第３の電圧を決定することと
、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを使用して、アレイの使用中に保守較正を
実行することとを行う方法を、ドライバ回路に実行させる命令を記憶している。
【００１２】
　別の発明的態様では、非一時的な有形のコンピュータ可読媒体は、アレイのディスプレ
イ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットの、１つまたは複数の駆動応
答特性を決定することと、ディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサ
ブセットについて決定された、決定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出
することと、アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットを特性化するために、
アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットの、１つまたは複数の駆動応答特性
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を決定することとを行う方法を、ドライバ回路に実行させる命令を記憶している。
【００１３】
　本明細書で説明する主題の１つまたは複数の実施態様の詳細が、添付の図面および以下
の説明において示されている。他の特徴、態様、および利点は、説明、図面、および特許
請求の範囲から明らかになるであろう。以下の図の相対寸法は一定の縮尺で描かれていな
いことがあることに留意されたい。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】干渉変調器（ＩＭＯＤ）ディスプレイデバイスの一連のディスプレイ要素中の２
つの隣接ディスプレイ要素を示す等角図の一例を示す図。
【図２】３×３干渉変調器ディスプレイを組み込んだ電子デバイスを示すシステムブロッ
ク図の一例を示す図。
【図３】図１の干渉変調器についての可動反射層位置対印加電圧を示す図の一例を示す図
。
【図４】様々なコモン電圧およびセグメント電圧が印加されたときの干渉変調器の様々な
状態を示す表の一例を示す図。
【図５Ａ】図２の３×３干渉変調器ディスプレイにおけるディスプレイデータのフレーム
を示す図の一例を示す図。
【図５Ｂ】図５Ａに示すディスプレイデータのフレームを書き込むために使用され得るコ
モン信号およびセグメント信号についてのタイミング図の一例を示す図。
【図６Ａ】図１の干渉変調器ディスプレイの部分断面図の一例を示す図。
【図６Ｂ】干渉変調器の異なる実施態様の断面図の一例を示す図。
【図６Ｃ】干渉変調器の異なる実施態様の断面図の一例を示す図。
【図６Ｄ】干渉変調器の異なる実施態様の断面図の一例を示す図。
【図６Ｅ】干渉変調器の異なる実施態様の断面図の一例を示す図。
【図７】干渉変調器のための製造プロセスを示す流れ図の一例を示す図。
【図８Ａ】干渉変調器を製作する方法における様々な段階の断面概略図の一例を示す図。
【図８Ｂ】干渉変調器を製作する方法における様々な段階の断面概略図の一例を示す図。
【図８Ｃ】干渉変調器を製作する方法における様々な段階の断面概略図の一例を示す図。
【図８Ｄ】干渉変調器を製作する方法における様々な段階の断面概略図の一例を示す図。
【図８Ｅ】干渉変調器を製作する方法における様々な段階の断面概略図の一例を示す図。
【図９】１ピクセルにつき６４色のディスプレイの実施態様を駆動するためのコモンドラ
イバおよびセグメントドライバの例を示すブロック図。
【図１０】干渉変調器のアレイのいくつかの部材についての可動反射ミラー位置対印加電
圧を示す図の一例を示す図。
【図１１】干渉変調器のアレイのいくつかの部材についての概念的な可動反射ミラー位置
対印加電圧を示す図の別の例を示す図。
【図１２】ドライバ回路と状態感知回路とに結合されたディスプレイアレイの概略ブロッ
ク図。
【図１３】図１２のアレイにおけるテスト電荷の流れを示す概略図。
【図１４Ａ】ディスプレイ要素応答特性を検出する方法を示すフローチャート。
【図１４Ｂ】ディスプレイ要素のラインについてのヒステリシス曲線を定義するデータポ
イントの一例の図。
【図１４Ｃ】ディスプレイ要素のラインについてのヒステリシス曲線の正規化１次導関数
の抜粋の一例の図。
【図１４Ｄ】図１４Ｃの正規化１次導関数曲線からＶＡMAX_HとＶＡMIN_Hとを選択する一
例の図。
【図１５】アレイの使用中に駆動方式電圧を較正する方法を示すフローチャート。
【図１６】駆動方式電圧較正ルーチン中に状態感知のために選択されるラインの一例を示
す図。
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【図１７】アレイの使用中に駆動方式電圧を較正する方法を示すフローチャート。
【図１８】駆動方式電圧較正ルーチン中に状態感知のために選択されるラインの一例を示
す図。
【図１９Ａ】複数の干渉変調器を含むディスプレイデバイスを示すシステムブロック図の
例を示す図。
【図１９Ｂ】複数の干渉変調器を含むディスプレイデバイスを示すシステムブロック図の
例を示す図。
【詳細な説明】
【００１５】
　様々な図面中の同様の参照番号および名称は同様の要素を示す。
【００１６】
　以下の詳細な説明は、発明的態様について説明する目的で、いくつかの実施態様を対象
とする。しかしながら、本明細書の教示は、多数の異なる方法で適用され得る。説明する
実施態様は、動いていようと（たとえば、ビデオ）、静止していようと（たとえば、静止
画像）、およびテキストであろうと、グラフィックであろうと、絵であろうと、画像を表
示するように構成された任意のデバイスにおいて実施され得る。より具体的には、実施態
様は、限定はしないが、携帯電話、マルチメディアインターネット対応セルラー電話、モ
バイルテレビジョン受信機、ワイヤレスデバイス、スマートフォン、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
（登録商標）デバイス、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレス電子メール受信機、ハンド
ヘルドまたはポータブルコンピュータ、ネットブック、ノートブック、スマートブック、
タブレット、プリンタ、コピー機、スキャナ、ファクシミリデバイス、ＧＰＳ受信機／ナ
ビゲータ、カメラ、ＭＰ３プレーヤ、カムコーダ、ゲーム機、腕時計、クロック、計算器
、テレビジョンモニタ、フラットパネルディスプレイ、電子リーディングデバイス（たと
えば、電子リーダー）、コンピュータモニタ、自動車ディスプレイ（たとえば、オドメー
タディスプレイなど）、コックピットコントロールおよび／またはディスプレイ、カメラ
ビューディスプレイ（たとえば、車両における後部ビューカメラのディスプレイ）、電子
写真、電子ビルボードまたは標示、プロジェクタ、アーキテクチャ構造物、電子レンジ、
冷蔵庫、ステレオシステム、カセットレコーダーまたはプレーヤ、ＤＶＤプレーヤ、ＣＤ
プレーヤ、ＶＣＲ、ラジオ、ポータブルメモリチップ、洗濯機、乾燥機、洗濯機／乾燥機
、パーキングメーター、パッケージング（たとえば、ＥＭＳ、ＭＥＭＳおよび非ＭＥＭＳ
）、審美構造物（たとえば、１つの宝飾品上の画像のディスプレイ）、ならびに様々な電
気機械システムデバイスなど、様々な電子デバイス中に実施されるかまたはそれらに関連
付けられ得ると考えられる。また、本明細書の教示は、限定はしないが、電子スイッチン
グデバイス、無線周波フィルタ、センサー、加速度計、ジャイロスコープ、運動感知デバ
イス、磁力計、コンシューマーエレクトロニクスのための慣性構成要素、コンシューマー
エレクトロニクス製品の部品、バラクタ、液晶デバイス、電気泳動デバイス、駆動方式、
製造プロセス、および電子テスト機器など、非ディスプレイ適用例において使用され得る
。したがって、本教示は、単に図に示す実施態様に限定されるものではなく、代わりに、
当業者に直ちに明らかになるであろう広い適用性を有する。
【００１７】
　いくつかの駆動方式実施態様では、ディスプレイ要素を作動させるか、ディスプレイ要
素を開放するか、またはディスプレイ要素をその現在の状態において保持するために十分
である駆動方式電圧を、ディスプレイ要素の両端間に印加することによって、情報をディ
スプレイ要素に書き込むプロセスが達成される。ディスプレイ要素を作動させる電圧およ
びディスプレイ要素を開放する電圧は、異なるディスプレイ要素によって異なり得るので
、画像の表示におけるアーティファクトを回避するために適切な駆動方式電圧の決定は、
困難であり得る。
【００１８】
　ディスプレイ要素を作動させる電圧およびディスプレイ要素を開放する電圧が、たとえ
ば、摩耗とともに、または温度における変化とともに、ディプレイの寿命を通して変化し
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得るという事実によって、適切な駆動方式電圧を決定するタスクは、さらに複雑になり得
る。駆動方式電圧を更新するためにアレイ全体を検査することによって、これらの値を正
確に測定することは、時間がかかることがある。したがって、いくつかの実施態様では、
駆動方式電圧は、アレイ全体のサブセットの測定に基づいて、動的に更新される。たとえ
ば、いくつかの実施態様では、更新された駆動方式電圧は、代表的なラインまたはライン
のセットの測定に基づいて決定される。選ばれるラインは、作動電圧および開放電圧のた
めの極値を示すラインを表すことができる。これらの極値は、アレイのディスプレイ要素
のすべてまたは実質的にすべてとともに作動する駆動方式電圧を導出するために有用であ
る。新しい駆動方式電圧は、経時的な変化と温度による変化とを補償するために、定期的
に導出され得る。いくつかの実施態様では、極端な作動電圧または開放電圧を現在有する
新しいラインを含めるために、代表的なラインの既存のセットが変更されるべきであるか
どうかを判定するために、新しいラインがテストされる。
【００１９】
　本開示で説明する主題の特定の実施態様は、以下の潜在的な利点のうちの１つまたは複
数を実現するために実施され得る。本明細書で説明する実施態様は、ディスプレイ要素作
動電圧とディスプレイ要素開放電圧とを、動的に補償されるように変化させ、それによっ
て、たとえば、作動が所望されないときの作動、または作動が所望されるときの非作動な
ど、画像または一連の画像の表示におけるアーティファクトの数を低減することを可能に
する。さらに、アレイ全体のサブセットの測定に基づいて、駆動方式電圧を更新すること
によって、このプロセスが迅速および頻繁に実行され、したがって、ディスプレイの寿命
にわたって、および、変化する環境条件において、視覚的に正確なディスプレイを作り出
すことができる。
【００２０】
　説明する実施態様が適用され得る好適なＥＭＳまたはＭＥＭＳデバイスの一例は、反射
型ディスプレイデバイスである。反射型ディスプレイデバイスは、光学干渉の原理を使用
してそれに入射する光を選択的に吸収および／または反射するために干渉変調器（ＩＭＯ
Ｄ）を組み込むことができる。ＩＭＯＤは、吸収器、吸収器に対して可動である反射体、
ならびに吸収器と反射体との間に画定された光共振キャビティを含むことができる。反射
体は、２つ以上の異なる位置に移動され得、これは、光共振キャビティのサイズを変化さ
せ、それにより干渉変調器の反射率に影響を及ぼすことがある。ＩＭＯＤの反射スペクト
ルは、かなり広いスペクトルバンドをもたらすことができ、そのスペクトルバンドは、異
なる色を生成するために可視波長にわたってシフトされ得る。スペクトルバンドの位置は
、光共振キャビティの厚さを変更することによって、すなわち、反射体の位置を変更する
ことによって調節され得る。
【００２１】
　図１は、干渉変調器（ＩＭＯＤ）ディスプレイデバイスの一連のディスプレイ要素中の
２つの隣接ディスプレイ要素を示す等角図の一例を示す。ＩＭＯＤディスプレイデバイス
は、１つまたは複数の干渉ＭＥＭＳディスプレイ要素を含む。これらのデバイスでは、Ｍ
ＥＭＳディスプレイ要素のディスプレイ要素が、明状態または暗状態のいずれかにあるこ
とがある。明（「緩和」、「開」または「オン」）状態では、ディスプレイ要素は、たと
えば、ユーザに、入射可視光の大部分を反射する。逆に、暗（「作動」、「閉」または「
オフ」）状態では、ディスプレイ要素は入射可視光をほとんど反射しない。いくつかの実
施態様では、オン状態の光反射特性とオフ状態の光反射特性は逆にされ得る。ＭＥＭＳデ
ィスプレイ要素は、黒および白に加えて、主に、カラーディスプレイを可能にする特定の
波長において、反射するように構成され得る。
【００２２】
　ＩＭＯＤディスプレイデバイスは、ＩＭＯＤの行／列アレイを含むことができる。各Ｉ
ＭＯＤは、（光ギャップまたはキャビティとも呼ばれる）エアギャップを形成するように
互いから可変で制御可能な距離をおいて配置された反射層のペア、すなわち、可動反射層
と固定部分反射層とを含むことができる。可動反射層は、少なくとも２つの位置の間で移
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動され得る。第１の位置、すなわち、緩和位置では、可動反射層は、固定部分反射層から
比較的大きい距離をおいて配置され得る。第２の位置、すなわち、作動位置では、可動反
射層は、部分反射層により近接して配置され得る。それら２つの層から反射する入射光は
、可動反射層の位置に応じて、強め合うようにまたは弱め合うように干渉し、各ディスプ
レイ要素について全反射状態または無反射状態のいずれかを引き起こすことがある。いく
つかの実施態様では、ＩＭＯＤは、作動していないときに反射状態にあり、可視スペクト
ル内の光を反射し得、また、作動していないときに暗状態にあり、可視範囲外の光（たと
えば、赤外光）を反射し得る。ただし、いくつかの他の実施態様では、ＩＭＯＤは、作動
していないときに暗状態にあり、作動しているときに反射状態にあり得る。いくつかの実
施態様では、印加電圧の導入が、状態を変更するようにディスプレイ要素を駆動すること
ができる。いくつかの他の実施態様では、印加電荷が、状態を変更するようにディスプレ
イ要素を駆動することができる。
【００２３】
　図１中のディスプレイ要素アレイの図示の部分は、２つの隣接する干渉変調器１２を含
む。（図示のような）左側のＩＭＯＤ１２では、可動反射層１４が、部分反射層を含む光
学スタック１６からの所定の距離における緩和位置に示されている。左側のＩＭＯＤ１２
の両端間に印加された電圧Ｖ0は、可動反射層１４の作動を引き起こすには不十分である
。右側のＩＭＯＤ１２では、可動反射層１４は、光学スタック１６の近くの、またはそれ
に隣接する作動位置に示されている。右側のＩＭＯＤ１２の両端間に印加された電圧Ｖbi

asは、可動反射層１４を作動位置に維持するのに十分である。
【００２４】
　図１では、ディスプレイ要素１２の反射特性が、概して、ディスプレイ要素１２に入射
する光を示す矢印１３と、左側のディスプレイ要素１２から反射する光１５とを用いて示
されている。詳細に示していないが、ディスプレイ要素１２に入射する光１３の大部分は
透明基板２０を透過され、光学スタック１６に向かうことになることを、当業者なら理解
されよう。光学スタック１６に入射する光の一部分は光学スタック１６の部分反射層を透
過されることになり、一部分は反射され、透明基板２０を通って戻ることになる。光学ス
タック１６を透過された光１３の部分は、可動反射層１４において反射され、透明基板２
０に向かって（およびそれを通って）戻ることになる。光学スタック１６の部分反射層か
ら反射された光と可動反射層１４から反射された光との間の（強め合うまたは弱め合う）
干渉が、ディスプレイ要素１２から反射される光１５の（１つまたは複数の）波長を決定
することになる。
【００２５】
　光学スタック１６は、単一の層またはいくつかの層を含むことができる。その（１つま
たは複数の）層は、電極層と、部分反射および部分透過層と、透明な誘電体層とのうちの
１つまたは複数を含むことができる。いくつかの実施態様では、光学スタック１６は、電
気伝導性であり、部分的に透明で、部分的に反射性であり、たとえば、透明基板２０上に
上記の層のうちの１つまたは複数を堆積させることによって、作製され得る。電極層は、
様々な金属、たとえば酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）など、様々な材料から形成され得る
。部分反射層は、様々な金属、たとえば、クロム（Ｃｒ）、半導体、および誘電体など、
部分的に反射性である様々な材料から形成され得る。部分反射層は、材料の１つまたは複
数の層から形成され得、それらの層の各々は、単一の材料または材料の組合せから形成さ
れ得る。いくつかの実施態様では、光学スタック１６は、光吸収体と導体の両方として働
く、金属または半導体の単一の半透明の膜（thickness）を含むことができるが、（たと
えば、光学スタック１６の、またはＩＭＯＤの他の構造の）異なる、より伝導性の高い層
または部分が、ＩＭＯＤディスプレイ要素間で信号をバスで運ぶ（bus）ように働くこと
ができる。光学スタック１６は、１つまたは複数の伝導性層または伝導性／吸収層をカバ
ーする、１つまたは複数の絶縁層または誘電体層をも含むことができる。
【００２６】
　いくつかの実施態様では、光学スタック１６の（１つまたは複数の）層は、以下でさら
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に説明するように、平行ストリップにパターニングされ得、ディスプレイデバイスにおけ
る行電極を形成し得る。当業者によって理解されるように、「パターニング」という用語
は、本明細書では、マスキングプロセスならびにエッチングプロセスを指すために使用さ
れる。いくつかの実施態様では、アルミニウム（Ａｌ）などの高伝導性および反射性材料
が可動反射層１４のために使用され得、これらのストリップはディスプレイデバイスにお
ける列電極を形成し得る。可動反射層１４は、（光学スタック１６の行電極に直交する）
１つまたは複数の堆積された金属層の一連の平行ストリップとして形成されて、ポスト１
８の上に堆積された列とポスト１８間に堆積された介在する犠牲材料とを形成し得る。犠
牲材料がエッチング除去されると、画定されたギャップ１９または光キャビティが可動反
射層１４と光学スタック１６との間に形成され得る。いくつかの実施態様では、ポスト１
８間の間隔は約１～１０００μｍであり得、ギャップ１９は１０，０００オングストロー
ム（Å）未満であり得る。
【００２７】
　いくつかの実施態様では、ＩＭＯＤの各ディスプレイ要素は、作動状態にあろうと緩和
状態にあろうと、本質的に、固定反射層および可動反射層によって形成されるキャパシタ
である。電圧が印加されないとき、可動反射層１４は、図１中の左側のディスプレイ要素
１２によって示されるように、機械的に緩和した状態にとどまり、可動反射層１４と光学
スタック１６との間のギャップ１９がある。しかしながら、電位差、たとえば、電圧が、
選択された行および列のうちの少なくとも１つに印加されたとき、対応するディスプレイ
要素における行電極と列電極との交差部に形成されたキャパシタは帯電し、静電力がそれ
らの電極を引き合わせる。印加された電圧がしきい値を超える場合、可動反射層１４は、
変形し、光学スタック１６の近くにまたはそれに対して移動することができる。光学スタ
ック１６内の誘電体層（図示せず）が、図１中の右側の作動ディスプレイ要素１２によっ
て示されるように、短絡を防ぎ、層１４と層１６との間の分離距離を制御し得る。その挙
動は、印加電位差の極性にかかわらず同じである。いくつかの事例ではアレイ中の一連の
ディスプレイ要素が「行」または「列」と呼ばれることがあるが、ある方向を「行」と呼
び、別の方向を「列」と呼ぶことは恣意的であることを、当業者は容易に理解されよう。
言い換えれば、いくつかの配向では、行は列と見なされ得、列は行であると見なされ得る
。さらに、ディスプレイ要素は、直交する行および列に一様に配置されるか（「アレイ」
）、または、たとえば、互いに対して一定の位置オフセットを有する、非線形構成で配置
され得る（「モザイク」）。「アレイ」および「モザイク」という用語は、いずれかの構
成を指し得る。したがって、ディスプレイは、「アレイ」または「モザイク」を含むもの
として言及されるが、その要素自体は、いかなる事例においても、互いに直交して配置さ
れる必要がなく、または一様な分布で配設される必要がなく、非対称形状および不均等に
分布された要素を有する配置を含み得る。
【００２８】
　図２は、３×３干渉変調器ディスプレイを組み込んだ電子デバイスを示すシステムブロ
ック図の一例を示す。電子デバイスは、１つまたは複数のソフトウェアモジュールを実行
するように構成され得るプロセッサ２１を含む。オペレーティングシステムを実行するこ
とに加えて、プロセッサ２１は、ウェブブラウザ、電話アプリケーション、電子メールプ
ログラム、または他のソフトウェアアプリケーションを含む、１つまたは複数のソフトウ
ェアアプリケーションを実行するように構成され得る。
【００２９】
　プロセッサ２１は、アレイドライバ２２と通信するように構成され得る。アレイドライ
バ２２は、たとえば、ディスプレイアレイまたはパネル３０に、信号を与える行ドライバ
回路２４と列ドライバ回路２６とを含むことができる。図２には、図１に示したＩＭＯＤ
ディスプレイデバイスの断面が線１－１によって示されている。図２は明快のためにＩＭ
ＯＤの３×３アレイを示しているが、ディスプレイアレイ３０は、極めて多数のＩＭＯＤ
を含んでいることがあり、列におけるＩＭＯＤの数とは異なる数のＩＭＯＤを行において
有し得、その逆も同様である。
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【００３０】
　図３は、図１の干渉変調器についての可動反射層位置対印加電圧を示す図の一例を示す
。ＭＥＭＳ干渉変調器の場合、行／列（すなわち、コモン／セグメント）書込みプロシー
ジャが、図３に示すこれらのデバイスのヒステリシス特性を利用し得る。干渉変調器は、
可動反射層またはミラーに緩和状態から作動状態に変更させるために、たとえば、約１０
ボルトの電位差を必要とし得る。電圧がその値から低減されると、電圧が低下して、たと
えば、１０ボルトより下に戻ったとき、可動反射層はそれの状態を維持するが、電圧が２
ボルトより下に低下するまで、可動反射層は完全には緩和しない。したがって、図３に示
すように、印加電圧のウィンドウがある電圧の範囲、約３～７ボルトが存在し、そのウィ
ンドウ内でデバイスは緩和状態または作動状態のいずれかで安定している。これは、本明
細書では「ヒステリシスウィンドウ」または「安定性ウィンドウ」と呼ばれる。図３のヒ
ステリシス特性を有するディスプレイアレイ３０の場合、行／列書込みプロシージャは、
一度に１つまたは複数の行をアドレス指定するように設計され得、その結果、所与の行の
アドレス指定中に、作動されるべきアドレス指定された行におけるディスプレイ要素は、
約１０ボルトの電圧差にさらされ、緩和されるべきディスプレイ要素は、ほぼ０ボルトの
電圧差にさらされる。アドレス指定後に、それらのディスプレイ要素は、それらが前のス
トローブ状態にとどまるような、約５ボルトの定常状態またはバイアス電圧差にさらされ
る。この例では、アドレス指定された後に、各ディスプレイ要素は、約３～７ボルトの「
安定性ウィンドウ」内の電位差を経験する。このヒステリシス特性の特徴は、たとえば、
図１に示した、ディスプレイ要素設計が、同じ印加電圧条件下で作動または緩和のいずれ
かの既存の状態で安定したままであることを可能にする。各ＩＭＯＤディスプレイ要素は
、作動状態にあろうと緩和状態にあろうと、本質的に、固定反射層および可動反射層によ
って形成されるキャパシタであるので、この安定状態は、電力を実質的に消費するかまた
は失うことなしに、ヒステリシスウィンドウ内の定常電圧において保持され得る。その上
、印加電圧電位が実質的に固定のままである場合、電流は本質的にほとんどまたはまった
くＩＭＯＤディスプレイ要素に流れ込まない。
【００３１】
　いくつかの実施態様では、所与の行におけるディスプレイ要素の状態の所望の変化（も
しあれば）に従って、列電極のセットに沿って「セグメント」電圧の形態のデータ信号を
印加することによって、画像のフレームが作成され得る。次に、フレームが一度に１行書
き込まれるように、アレイの各行がアドレス指定され得る。第１の行におけるディスプレ
イ要素に所望のデータを書き込むために、第１の行におけるディスプレイ要素の所望の状
態に対応するセグメント電圧が列電極上に印加され得、特定の「コモン」電圧または信号
の形態の第１の行パルスが第１の行電極に印加され得る。次いで、セグメント電圧のセッ
トは、第２の行におけるディスプレイ要素の状態の所望の変化（もしあれば）に対応する
ように変更され得、第２のコモン電圧が第２の行電極に印加され得る。いくつかの実施態
様では、第１の行におけるディスプレイ要素は、列電極に沿って印加されたセグメント電
圧の変化による影響を受けず、第１のコモン電圧行パルス中にそれらのディスプレイ要素
が設定された状態にとどまる。このプロセスは、画像フレームを生成するために、一連の
行全体、または代替的に、一連の列全体について、連続方式で繰り返され得る。フレーム
は、何らかの所望の数のフレーム毎秒でこのプロセスを断続的に反復することによって、
新しい画像データでリフレッシュおよび／または更新され得る。本明細書で説明するデー
タ書込みおよび／または保守プロセスにおいて使用される各セグメント電圧および各コモ
ン電圧は、「駆動方式電圧」と呼ばれる。
【００３２】
　各ディスプレイ要素の両端間に印加されるセグメント信号とコモン信号の組合せ（すな
わち、各ディスプレイ要素の両端間の電位差）は、各ディスプレイ要素の得られる状態を
決定する。図４は、様々なコモン電圧およびセグメント電圧が印加されたときの干渉変調
器の様々な状態を示す表の一例を示す。当業者によって容易に理解されるように、「セグ
メント」電圧は、列電極または行電極のいずれかに印加され得、「コモン」電圧は、列電
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極または行電極のうちの他方に印加され得る。
【００３３】
　図４に（ならびに図５Ｂに示すタイミング図に）示すように、開放電圧（release volt
age）ＶＣＲＥＬがコモンラインに沿って印加されたとき、コモンラインに沿ったすべて
の干渉変調器要素は、セグメントラインに沿って印加された電圧、すなわち、高いセグメ
ント電圧ＶＳＨおよび低いセグメント電圧ＶＳLにかかわらず、代替的に開放または非作
動状態と呼ばれる、緩和状態に入れられることになる。特に、開放電圧ＶＣＲＥＬがコモ
ンラインに沿って印加されると、そのディスプレイ要素のための対応するセグメントライ
ンに沿って高いセグメント電圧ＶＳＨが印加されたときも、低いセグメント電圧ＶＳＬが
印加されたときも、変調器の両端間の潜在的な電圧（代替的にディスプレイ要素電圧と呼
ばれる）は緩和ウィンドウ（図３参照。開放ウィンドウとも呼ばれる）内にある。
【００３４】
　高い保持電圧ＶＣＨＯＬＤ＿Ｈまたは低い保持電圧ＶＣＨＯＬＤ＿Ｌなどの保持電圧が
コモンライン上に印加されたとき、干渉変調器の状態は一定のままであることになる。た
とえば、緩和ＩＭＯＤは緩和位置にとどまることになり、作動ＩＭＯＤは作動位置にとど
まることになる。保持電圧は、対応するセグメントラインに沿って高いセグメント電圧Ｖ
ＳＨが印加されたときも、低いセグメント電圧ＶＳＬが印加されたときも、ディスプレイ
要素電圧が安定性ウィンドウ内にとどまることになるように、選択され得る。したがって
、セグメント電圧スイング（voltage swing）、すなわち、高いＶＳＨと低いセグメント
電圧ＶＳＬとの間の差は、正または負のいずれかの安定性ウィンドウの幅よりも小さい。
【００３５】
　高いアドレス指定電圧ＶＣＡＤＤ＿Ｈまたは低いアドレス指定電圧ＶＣＡＤＤ＿Ｌなど
のアドレス指定または作動電圧がコモンライン上に印加されたとき、それぞれのセグメン
トラインに沿ったセグメント電圧の印加によって、データがそのコモンラインに沿った変
調器に選択的に書き込まれ得る。セグメント電圧は、作動が印加されたセグメント電圧に
依存するように選択され得る。アドレス指定電圧がコモンラインに沿って印加されたとき
、一方のセグメント電圧の印加は、安定性ウィンドウ内のディスプレイ要素電圧をもたら
し、ディスプレイ要素が非作動のままであることを引き起こすことになる。対照的に、他
方のセグメント電圧の印加は、安定性ウィンドウを越えるディスプレイ要素電圧をもたら
し、ディスプレイ要素の作動をもたらすことになる。作動を引き起こす特定のセグメント
電圧は、どのアドレス指定電圧が使用されるかに応じて変動することができる。いくつか
の実施態様では、高いアドレス指定電圧ＶＣＡＤＤ＿Ｈがコモンラインに沿って印加され
たとき、高いセグメント電圧ＶＳＨの印加は、変調器がそれの現在位置にとどまることを
引き起こすことがあり、低いセグメント電圧ＶＳＬの印加は、変調器の作動を引き起こす
ことがある。当然の結果として、低いアドレス指定電圧ＶＣＡＤＤ＿Ｌが印加されたとき
、セグメント電圧の影響は反対であり、高いセグメント電圧ＶＳＨは変調器の作動を引き
起こし、低いセグメント電圧ＶＳＬは変調器の状態に影響しない（すなわち、安定したま
まである）ことがある。
【００３６】
　いくつかの実施態様では、常に変調器の両端間で同じ極性電位差を引き起こす保持電圧
、アドレス電圧、およびセグメント電圧が使用され得る。いくつかの他の実施態様では、
変調器の電位差の極性を交番する信号が使用され得る。変調器の両端間の極性の交番（す
なわち、書込みプロシージャの極性の交番）は、単一の極性の反復書込み動作後に起こる
ことがある電荷蓄積を低減または抑止し得る。
【００３７】
　図５Ａは、図２の３×３干渉変調器ディスプレイにおけるディスプレイデータのフレー
ムを示す図の一例を示す。図５Ｂは、図５Ａに示すディスプレイデータのフレームを書き
込むために使用され得るコモン信号およびセグメント信号についてのタイミング図の一例
を示す。それらの信号は、たとえば、図２の３×３アレイに印加され得、これは、図５Ａ
に示すライン時間６０ｅディスプレイ配置を最終的にもたらすことになる。図５Ａ中の作
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動変調器は暗状態にあり、すなわち、その状態では、反射光の実質的部分が、たとえば、
閲覧者に、暗いアピアランスをもたらすように可視スペクトルの外にある。図５Ａに示す
フレームを書き込むより前に、ディスプレイ要素は任意の状態にあることがあるが、図５
Ｂのタイミング図に示す書込みプロシージャは、各変調器が、第１のライン時間６０ａの
前に、開放されており、非作動状態に属すると仮定する。
【００３８】
　第１のライン時間６０ａ中に、開放電圧７０がコモンライン１上に印加され、コモンラ
イン２上に印加される電圧が、高い保持電圧７２において始まり、開放電圧７０に移動し
、低い保持電圧７６がコモンライン３に沿って印加される。したがって、コモンライン１
に沿った変調器（コモン１，セグメント１）、（１，２）および（１，３）は、第１のラ
イン時間６０ａの持続時間の間、緩和または非作動状態にとどまり、コモンライン２に沿
った変調器（２，１）、（２，２）および（２，３）は、緩和状態に移動することになり
、コモンライン３に沿った変調器（３，１）、（３，２）および（３，３）は、それらの
前の状態にとどまることになる。図４を参照すると、コモンライン１、２または３のいず
れも、ライン時間６０ａ中に作動を引き起こす電圧レベルにさらされていないので（すな
わち、ＶＣＲＥＬ－緩和、およびＶＣＨＯＬＤ＿Ｌ－安定）、セグメントライン１、２お
よび３に沿って印加されたセグメント電圧は、干渉変調器の状態に影響しないことになる
。
【００３９】
　第２のライン時間６０ｂ中に、コモンライン１上の電圧は高い保持電圧７２に移動し、
コモンライン１に沿ったすべての変調器は、アドレス指定または作動電圧がコモンライン
１上に印加されなかったので、印加されたセグメント電圧にかかわらず、緩和状態にとど
まる。コモンライン２に沿った変調器は、開放電圧７０の印加により、緩和状態にとどま
り、コモンライン３に沿った変調器（３，１）、（３，２）および（３，３）は、コモン
ライン３に沿った電圧が開放電圧７０に移動するとき、緩和することになる。
【００４０】
　第３のライン時間６０ｃ中に、コモンライン１は、コモンライン１上に高いアドレス電
圧７４を印加することによってアドレス指定される。このアドレス電圧の印加中に低いセ
グメント電圧６４がセグメントライン１および２に沿って印加されるので、変調器（１，
１）および（１，２）の両端間のディスプレイ要素電圧は変調器の正の安定性ウィンドウ
の上端よりも大きく（すなわち、電圧差は、あらかじめ定義されたしきい値を超えた）、
変調器（１，１）および（１，２）は作動される。逆に、高いセグメント電圧６２がセグ
メントライン３に沿って印加されるので、変調器（１，３）の両端間のディスプレイ要素
電圧は、変調器（１，１）および（１，２）のディスプレイ要素電圧よりも小さく、変調
器の正の安定性ウィンドウ内にとどまり、したがって変調器（１，３）は緩和したままで
ある。また、ライン時間６０ｃ中に、コモンライン２に沿った電圧は低い保持電圧７６に
減少し、コモンライン３に沿った電圧は開放電圧７０にとどまり、コモンライン２および
３に沿った変調器を緩和位置のままにする。
【００４１】
　第４のライン時間６０ｄ中に、コモンライン１上の電圧は、高い保持電圧７２に戻り、
コモンライン１に沿った変調器を、それらのそれぞれのアドレス指定された状態のままに
する。コモンライン２上の電圧は低いアドレス電圧７８に減少される。高いセグメント電
圧６２がセグメントライン２に沿って印加されるので、変調器（２，２）の両端間のディ
スプレイ要素電圧は、変調器の負の安定性ウィンドウの下側端部（lower end）を下回り
、変調器（２，２）が作動することを引き起こす。逆に、低いセグメント電圧６４がセグ
メントライン１および３に沿って印加されるので、変調器（２，１）および（２，３）は
緩和位置にとどまる。コモンライン３上の電圧は、高い保持電圧７２に増加し、コモンラ
イン３に沿った変調器を緩和状態のままにする。
【００４２】
　最後に、第５のライン時間６０ｅ中に、コモンライン１上の電圧は高い保持電圧７２に
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とどまり、コモンライン２上の電圧は低い保持電圧７６にとどまり、コモンライン１およ
び２に沿った変調器を、それらのそれぞれのアドレス指定された状態のままにする。コモ
ンライン３上の電圧は、コモンライン３に沿った変調器をアドレス指定するために、高い
アドレス電圧７４に増加する。低いセグメント電圧６４がセグメントライン２および３上
に印加されるので、変調器（３，２）および（３，３）は作動するが、セグメントライン
１に沿って印加された高いセグメント電圧６２は、変調器（３，１）が緩和位置にとどま
ることを引き起こす。したがって、第５のライン時間６０ｅの終わりに、３×３ディスプ
レイ要素アレイは、図５Ａに示す状態にあり、他のコモンライン（図示せず）に沿った変
調器がアドレス指定されているときに起こり得るセグメント電圧の変動にかかわらず、保
持電圧がコモンラインに沿って印加される限り、その状態にとどまることになる。
【００４３】
　図５Ｂのタイミング図では、所与の書込みプロシージャ（すなわち、ライン時間６０ａ
～６０ｅ）は、高い保持およびアドレス電圧、または低い保持およびアドレス電圧のいず
れかの使用を含むことができる。書込みプロシージャが所与のコモンラインについて完了
されると（また、コモン電圧が、作動電圧と同じ極性を有する保持電圧に設定されると）
、ディスプレイ要素電圧は、所与の安定性ウィンドウ内にとどまり、開放電圧がそのコモ
ンライン上に印加されるまで、緩和ウィンドウを通過しない。さらに、各変調器が、変調
器をアドレス指定するより前に書込みプロシージャの一部として開放されるので、開放時
間ではなく変調器の作動時間が、必要なライン時間を決定し得る。詳細には、変調器の開
放時間が作動時間よりも大きい実施態様では、開放電圧は、図５Ｂに示すように、単一の
ライン時間よりも長く印加され得る。いくつかの他の実施態様では、コモンラインまたは
セグメントラインに沿って印加される電圧が、異なる色の変調器など、異なる変調器の作
動電圧および開放電圧の変動を相殺するように変動し得る。
【００４４】
　上記に記載した原理に従って動作する干渉変調器の構造の詳細は大きく異なり得る。た
とえば、図６Ａ～図６Ｅは、可動反射層１４とそれの支持構造とを含む、干渉変調器の異
なる実施態様の断面図の例を示している。図６Ａは、金属材料のストリップ、すなわち、
可動反射層１４が、基板２０から直角に延在する支持体１８上に堆積される、図１の干渉
変調器ディスプレイの部分断面図の一例を示している。図６Ｂでは、各ＩＭＯＤの可動反
射層１４は、概して形状が正方形または長方形であり、コーナーにおいてまたはその近く
でテザー３２に接して支持体に取り付けられる。図６Ｃでは、可動反射層１４は、概して
形状が正方形または長方形であり、フレキシブルな金属を含み得る変形可能層３４から吊
るされる。変形可能層３４は、可動反射層１４の外周の周りで基板２０に直接または間接
的に接続することがある。これらの接続は、本明細書では支持ポストと呼ばれる。図６Ｃ
に示す実施態様は、変形可能層３４によって行われる可動反射層１４の機械的機能からの
それの光学的機能の分離から派生する追加の利益を有する。この分離は、反射層１４のた
めに使用される構造設計および材料と、変形可能層３４のために使用される構造設計およ
び材料とが、互いとは無関係に最適化されることを可能にする。
【００４５】
　図６Ｄは、可動反射層１４が反射副層（reflective sub-layer）１４ａを含む、ＩＭＯ
Ｄの別の例を示している。可動反射層１４は、支持ポスト１８などの支持構造上に載る。
支持ポスト１８は、たとえば、可動反射層１４が緩和位置にあるとき、可動反射層１４と
光学スタック１６との間にギャップ１９が形成されるように、下側静止電極（すなわち、
図示のＩＭＯＤにおける光学スタック１６の一部）からの可動反射層１４の分離を可能に
する。可動反射層１４は、電極として働くように構成され得る伝導性層１４ｃと、支持層
１４ｂとをも含むことができる。この例では、伝導性層１４ｃは、基板２０から遠位にあ
る支持層１４ｂの一方の面に配設され、反射副層１４ａは、基板２０の近位にある支持層
１４ｂの他方の面に配設される。いくつかの実施態様では、反射副層１４ａは、伝導性で
あることがあり、支持層１４ｂと光学スタック１６との間に配設され得る。支持層１４ｂ
は、誘電材料、たとえば、酸窒化ケイ素（ＳｉＯＮ）または二酸化ケイ素（ＳｉＯ２）の
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、１つまたは複数の層を含むことができる。いくつかの実施態様では、支持層１４ｂは、
たとえば、ＳｉＯ２／ＳｉＯＮ／ＳｉＯ２３層スタックなど、複数の層のスタックであり
得る。反射副層１４ａと伝導性層１４ｃのいずれかまたは両方は、たとえば、約０．５％
の銅（Ｃｕ）または別の反射金属材料を用いた、アルミニウム（Ａｌ）合金を含むことが
できる。誘電支持層１４ｂの上および下で伝導性層１４ａ、１４ｃを採用することは、応
力のバランスをとり、伝導の向上を与えることができる。いくつかの実施態様では、反射
副層１４ａおよび伝導性層１４ｃは、可動反射層１４内の特定の応力プロファイルを達成
することなど、様々な設計目的で、異なる材料から形成され得る。
【００４６】
　図６Ｄに示すように、いくつかの実施態様はブラックマスク構造２３をも含むことがで
きる。ブラックマスク構造２３は、周辺光または迷光を吸収するために、光学不活性領域
において（たとえば、ディスプレイ要素間にまたはポスト１８の下に）形成され得る。ブ
ラックマスク構造２３はまた、光がディスプレイの不活性部分から反射されることまたは
それを透過されることを抑止し、それによりコントラスト比を増加させることによって、
ディスプレイデバイスの光学的特性を改善することができる。さらに、ブラックマスク構
造２３は、伝導性であり、電気的バス層として機能するように構成され得る。いくつかの
実施態様では、行電極は、接続された行電極の抵抗を低減するために、ブラックマスク構
造２３に接続され得る。ブラックマスク構造２３は、堆積およびパターニング技法を含む
様々な方法を使用して形成され得る。ブラックマスク構造２３は１つまたは複数の層を含
むことができる。たとえば、いくつかの実施態様では、ブラックマスク構造２３は、光吸
収器として働くモリブデンクロム（ＭｏＣｒ）層と、１つの層と、反射体およびバス層と
して働く、アルミニウム合金とを含み、それぞれ、約３０～８０Å、５００～１０００Å
、および５００～６０００Åの範囲内の厚さである。１つまたは複数の層は、たとえば、
ＭｏＣｒ層およびＳｉＯ２層の場合は、カーボンテトラフルオロメタン（ＣＦ４）および
／または酸素（Ｏ２）、ならびにアルミニウム合金層の場合は、塩素（Ｃｌ２）および／
または三塩化ホウ素（ＢＣｌ３）を含む、フォトリソグラフィおよびドライエッチングを
含む、様々な技法を使用してパターニングされ得る。いくつかの実施態様では、ブラック
マスク２３はエタロンまたは干渉スタック構造であり得る。そのような干渉スタックブラ
ックマスク構造２３では、伝導性吸収体は、各行または列の光学スタック１６における下
側静止電極間で信号を送信するかまたは信号をバスで運ぶために使用され得る。いくつか
の実施態様では、スペーサ層３５が、ブラックマスク２３中の伝導性層から吸収層１６ａ
を概して電気的に絶縁するのに、役立つことができる。
【００４７】
　図６Ｅは、可動反射層１４が自立している、ＩＭＯＤの別の例を示している。図６Ｄと
は対照的に、図６Ｅの実施態様は支持ポスト１８を含まない。代わりに、可動反射層１４
は、複数のロケーションにおいて、下にある光学スタック１６に接触し、可動反射層１４
の湾曲は、干渉変調器の両端間の電圧が作動を引き起こすには不十分であるとき、可動反
射層１４が図６Ｅの非作動位置に戻るという、十分な支持を与える。複数のいくつかの異
なる層を含んでいることがある光学スタック１６は、ここでは明快のために、光吸収体１
６ａと誘電体１６ｂとを含む状態で示されている。いくつかの実施態様では、光吸収体１
６ａは、固定電極としても、部分反射層としても働き得る。
【００４８】
　図６Ａ～図６Ｅに示す実施態様などの実施態様では、ＩＭＯＤは直視型デバイスとして
機能し、直視型デバイスでは、画像が、透明基板２０の正面、すなわち、変調器が配置さ
れた面の反対の面から、閲覧される。これらの実施態様では、デバイスの背面部分（すな
わち、たとえば、図６Ｃに示す変形可能層３４を含む、可動反射層１４の背後のディスプ
レイデバイスの任意の部分）は、反射層１４がデバイスのそれらの部分を光学的に遮蔽す
るので、ディスプレイデバイスの画質に影響を及ぼすことまたは悪影響を及ぼすことなし
に、構成され、作用され得る。たとえば、いくつかの実施態様では、バス構造（図示せず
）が可動反射層１４の背後に含まれ得、これは、電圧アドレス指定およびそのようなアド
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レス指定に起因する移動など、変調器の電気機械的特性から変調器の光学的特性を分離す
る能力を与える。さらに、図６Ａ～図６Ｅの実施態様は、たとえばパターニングなどの処
理を簡略化することができる。
【００４９】
　図７は、干渉変調器のための製造プロセス８０を示す流れ図の一例を示しており、図８
Ａ～図８Ｅは、そのような製造プロセス８０の対応する段階の断面概略図の例を示してい
る。いくつかの実施態様では、製造プロセス８０は、図７に示されていない他のブロック
に加えて、たとえば、図１および図６に示す一般的なタイプの干渉変調器を製造するため
に実施され得る。図１、図６および図７を参照すると、プロセス８０はブロック８２にお
いて開始し、基板２０上への光学スタック１６の形成を伴う。図８Ａは、基板２０上で形
成されたそのような光学スタック１６を示している。基板２０は、ガラスまたはプラスチ
ックなどの透明基板であり得、それは、フレキシブルであるかまたは比較的固く曲がらな
いことがあり、光学スタック１６の効率的な形成を可能にするために、事前準備プロセス
、たとえば、洗浄にかけられていることがある。上記で説明したように、光学スタック１
６は、電気伝導性であり、部分的に透明で、部分的に反射性であることがあり、たとえば
、透明基板２０上に、所望の特性を有する１つまたは複数の層を堆積させることによって
、作製され得る。図８Ａでは、光学スタック１６は、副層１６ａおよび１６ｂを有する多
層構造を含むが、いくつかの他の実施態様では、より多いまたはより少ない副層が含まれ
得る。いくつかの実施態様では、副層１６ａ、１６ｂのうちの１つは、組み合わせられた
導体／吸収体副層１６ａなど、光吸収特性と伝導特性の両方で構成され得る。さらに、副
層１６ａ、１６ｂのうちの１つまたは複数は、平行ストリップにパターニングされ得、デ
ィスプレイデバイスにおける行電極を形成し得る。そのようなパターニングは、当技術分
野で知られているマスキングおよびエッチングプロセスまたは別の好適なプロセスによっ
て実行され得る。いくつかの実施態様では、副層１６ａ、１６ｂのうちの１つは、１つま
たは複数の金属層（たとえば、１つまたは複数の反射層および／または伝導性層）上に堆
積された副層１６ｂなど、絶縁層または誘電体層であり得る。さらに、光学スタック１６
は、ディスプレイの行を形成する個々の平行ストリップにパターニングされ得る。
【００５０】
　プロセス８０はブロック８４において続き、光学スタック１６上への犠牲層２５の形成
を伴う。犠牲層２５は、キャビティ１９を形成するために後で（たとえば、ブロック９０
において）除去され、したがって、犠牲層２５は、図１に示した得られた干渉変調器１２
には示されていない。図８Ｂは、光学スタック１６上で形成された犠牲層２５を含む、部
分的に作製されたデバイスを示している。光学スタック１６上での犠牲層２５の形成は、
後続の除去後に、所望の設計サイズを有するギャップまたはキャビティ１９（図１および
図８Ｅも参照）を与えるように選択された厚さの、モリブデン（Ｍｏ）またはアモルファ
スシリコン（ａ－Ｓｉ）など、フッ化キセノン（ＸｅＦ２）エッチング可能材料の堆積を
含み得る。犠牲材料の堆積は、物理蒸着（ＰＶＤ、たとえば、スパッタリング）、プラズ
マ強化化学蒸着（ＰＥＣＶＤ）、熱化学蒸着（熱ＣＶＤ）、またはスピンコーティングな
ど、堆積技法を使用して行われ得る。
【００５１】
　プロセス８０はブロック８６において続き、支持構造、たとえば、図１、図６および図
８Ｃに示すポスト１８の形成を伴う。ポスト１８の形成は、支持構造開口を形成するため
に犠牲層２５をパターニングすることと、次いで、ＰＶＤ、ＰＥＣＶＤ、熱ＣＶＤ、また
はスピンコーティングなど、堆積方法を使用して、ポスト１８を形成するために開口中に
材料（たとえば、ポリマーまたは無機材料、たとえば、酸化ケイ素）を堆積させることと
を含み得る。いくつかの実施態様では、犠牲層中に形成された支持構造開口は、ポスト１
８の下側端部が図６Ａに示すように基板２０に接触するように、犠牲層２５と光学スタッ
ク１６の両方を通って、下にある基板２０まで延在することがある。代替的に、図８Ｃに
示すように、犠牲層２５中に形成された開口は、犠牲層２５は通るが、光学スタック１６
は通らないで、延在することがある。たとえば、図８Ｅは、光学スタック１６の上側表面
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（upper surface）と接触している支持ポスト１８の下側端部を示している。ポスト１８
、または他の支持構造は、犠牲層２５上に支持構造材料の層を堆積させることと、犠牲層
２５中の開口から離れて配置された支持構造材料の部分をパターニングすることとによっ
て形成され得る。支持構造は、図８Ｃに示すように開口内に配置され得るが、少なくとも
部分的に、犠牲層２５の一部分の上で延在することもある。上述のように、犠牲層２５お
よび／または支持ポスト１８のパターニングは、パターニングおよびエッチングプロセス
によって実行され得るが、代替エッチング方法によっても実行され得る。
【００５２】
　プロセス８０はブロック８８において続き、図１、図６および図８Ｄに示す可動反射層
１４などの可動反射層または膜の形成を伴う。可動反射層１４は、１つまたは複数のパタ
ーニング、マスキング、および／またはエッチングステップとともに、１つまたは複数の
堆積ステップ、たとえば、反射層（たとえば、アルミニウム、アルミニウム合金）堆積を
採用することによって、形成され得る。可動反射層１４は、電気伝導性であり、電気伝導
性層（electrically conductive layer）と呼ばれることがある。いくつかの実施態様で
は、可動反射層１４は、図８Ｄに示すように複数の副層１４ａ、１４ｂ、１４ｃを含み得
る。いくつかの実施態様では、副層１４ａ、１４ｃなど、副層のうちの１つまたは複数は
、それらの光学的特性のために選択された高反射性副層を含み得、別の副層１４ｂは、そ
れの機械的特性のために選択された機械的副層を含み得る。犠牲層２５は、ブロック８８
において形成された部分的に作製された干渉変調器中に依然として存在するので、可動反
射層１４は、一般にこの段階では可動でない。犠牲層２５を含んでいる部分的に作製され
たＩＭＯＤは、本明細書では「非開放（unreleased）」ＩＭＯＤと呼ばれることもある。
図１に関して上記で説明したように、可動反射層１４は、ディスプレイの列を形成する個
々の平行ストリップにパターニングされ得る。
【００５３】
　プロセス８０はブロック９０において続き、キャビティ、たとえば、図１、図６および
図８Ｅに示すキャビティ１９の形成を伴う。キャビティ１９は、（ブロック８４において
堆積された）犠牲材料２５をエッチャントにさらすことによって形成され得る。たとえば
、ＭｏまたはアモルファスＳｉなどのエッチング可能犠牲材料が、ドライ化学エッチング
によって、たとえば、一般に、キャビティ１９を囲む構造に対して選択的に除去される、
所望の量の材料を除去するのに有効である期間の間、固体ＸｅＦ２から派生した蒸気など
の気体または蒸気エッチャントに犠牲層２５をさらすことによって、除去され得る。他の
エッチング方法、たとえば、ウェットエッチングおよび／またはプラズマエッチングも使
用され得る。犠牲層２５がブロック９０中に除去されるので、可動反射層１４は、一般に
、この段階後に可動となる。犠牲材料２５の除去後に、得られた完全にまたは部分的に作
製されたＩＭＯＤは、本明細書では「開放」ＩＭＯＤと呼ばれることがある。
【００５４】
　図９は、１ピクセルにつき６４色のディスプレイの実施態様を駆動するためのコモンド
ライバ９０４およびセグメントドライバ９０２の例を示すブロック図である。アレイは、
電気機械ディスプレイ要素１０２のセットを含み得、電気機械ディスプレイ要素１０２は
、いくつかの実施態様では、干渉変調器を含み得る。セグメント電極またはセグメントラ
インのセット１２２ａ～１２２ｄ、１２４ａ～１２４ｄ、１２６ａ～１２６ｄ、および、
コモン電極またはコモンラインのセット１１２ａ～１１２ｄ、１１４ａ～１１４ｄ、１１
６ａ～１１６ｄは、各ディスプレイ要素が複数のセグメント電極およびコモン電極と電気
通信することになるとき、ディスプレイ要素１０２をアドレス指定するために使用され得
る。セグメントドライバ回路９０２は、セグメント電極の各々の両端間に電圧波形を印加
するように構成され、コモンドライバ回路９０４は、コモン電極の各々の両端間に電圧波
形を印加するように構成される。いくつかの実施態様では、同じ電圧波形がセグメント電
極の各々の両端間に同時に印加され得るように、セグメント電極１２２ａおよび１２４ａ
など、セグメント電極のいくつかは、互いに電気通信することができる。２つのセグメン
ト電極に結合されるので、２つのセグメント電極に接続されたセグメントドライバ出力は
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、このセグメント出力の状態が各行中の２つの隣接するディスプレイ要素の状態を制御す
るので、本明細書では「最上位ビット」（ＭＳＢ）セグメント出力と呼ぶことがある。１
２６ａにおけるものなど、個々のセグメント電極に結合されたセグメントドライバ出力は
、各行中の単一のディスプレイ要素の状態を制御するので、本明細書では「最下位ビット
」（ＬＳＢ）電極と呼ぶことがある。
【００５５】
　さらに図９を参照すると、ディスプレイがカラーディスプレイまたは白黒のグレースケ
ールディスプレイを含む一実施態様では、電気機械要素１０２のグループが、カラーまた
はグレースケールの範囲を表示することができるピクセルを形成することができる。本明
細書で使用するとき、ディスプレイ要素は、画像書込みプロセス中に、定義された状態に
置かれる単一のデバイスを指す。一例は、反射状態または吸収状態のいずれかに置かれ得
る個々の干渉変調器である。ピクセルは、画像データのある部分または領域を視覚的に表
すために使用される、１つまたは複数のディスプレイ要素の集合である。カラーまたはグ
レースケールディスプレイでは、画像データの各入力ピクセルが、その画像データによっ
て定義されたグレーレベルまたは色の視覚表現を（直接的に、または、周囲ピクセルとの
組合せのいずれかで）生成するために使用されるアレイピクセルを定義するディスプレイ
要素のグループに、マップされ得る。単一のディスプレイ要素が、それ自体でピクセルと
して機能することは可能であるが、通常は異なる色を有する、ディスプレイ要素のグルー
プが、最も一般的に使用される。
【００５６】
　アレイがカラーディスプレイを含む一実施態様では、所与のコモンラインに沿ったディ
スプレイ要素の実質的にすべてが、同じ色を表示するように構成されたディスプレイ要素
を含むように、様々な色がコモンラインに沿って整列され得る。カラーディスプレイのい
くつかの実施態様は、赤色、緑色、および青色ディスプレイ要素の交互のラインを含む。
たとえば、ライン１１２ａ～１１２ｄは、赤色干渉変調器のラインに対応してもよく、ラ
イン１１４ａ～１１４ｄは、緑色干渉変調器のラインに対応してもよく、ライン１１６ａ
～１１６ｄは、青色干渉変調器のラインに対応してもよい。一実施態様では、干渉変調器
１０２の各３×３アレイは、ピクセル１３０ａ～１３０ｄなどのピクセルを形成する。セ
グメント電極のうちの２つが互いに短絡される、図示した実施態様では、各ピクセル中の
各コモン電極に沿った３つのコモンカラーディスプレイ要素の各セットが、作動している
干渉変調器がないか、１つ、２つ、または３つの作動している干渉変調器に対応する、４
つの異なる状態に置かれ得るので、そのような３×３ピクセルは、異なる６４色（たとえ
ば、６ビット色深度）をレンダリング可能となる。この配置を白黒のグレースケールモー
ドにおいて使用するとき、各色のための３つのピクセルセットの状態が等しくされ、その
場合、各ピクセルが４つの異なるグレーレベル強度を呈し得る。これは一例にすぎず、異
なる全体的なピクセル数または解像度をもつより大きい色範囲を有するピクセルを形成す
るために、干渉変調器のより大きいグループが使用され得ることは諒解されよう。
【００５７】
　上記で詳細に説明したように、ディスプレイデータのラインを書き込むために、セグメ
ントドライバ９０２は、セグメント電極またはそれに接続されたバスに電圧を印加するこ
とができる。その後、コモンドライバ９０４は、それに接続された、選択されたコモンラ
インをパルスで修正して、たとえば、それぞれのセグメント出力に印加された電圧に従っ
て、ラインに沿った選択されたディスプレイ要素を作動させることによって、選択された
ラインに沿ったディスプレイ要素がデータを表示することを引き起こすことができる。
【００５８】
　ディスプレイデータが、選択されたラインに書き込まれた後、セグメントドライバ９０
２は、別の電圧のセットを、それに接続されたバスに印加することができ、コモンドライ
バ９０４は、ディスプレイデータを他のラインに書き込むために、それに接続された別の
ラインをパルスで修正することができる。このプロセスを繰り返すことによって、ディス
プレイデータは、ディスプレイアレイ中の任意の数のラインに連続的に書き込まれ得る。
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【００５９】
　そのようなプロセスを使用して、ディスプレイアレイにディスプレイデータを書き込む
時間（書込み時間とも呼ばれる）は、一般に、書き込まれているディスプレイデータのラ
インの数に比例する。多くの適用例では、しかしながら、たとえば、ディスプレイのフレ
ームレートを増すために、またはいずれかの知覚できるちらつきを低減するために、書込
み時間を短縮することが有利であり得る。
【００６０】
　図１０は、干渉変調器のアレイのいくつかの部材についての可動反射ミラー位置対印加
電圧を示す図の一例を示す。図１０は、図３に類似しているが、アレイ中の異なる変調器
の間のヒステリシス曲線における変化を示す。本明細書で使用する「駆動応答特性」とい
う用語は、印加される電気信号に対するディスプレイ要素の応答の特性を指す。本明細書
で説明する干渉変調器ディスプレイ要素では、印加信号は電圧であり、駆動応答特性は、
ディスプレイ要素の１つまたはグループについての（１つまたは複数の）ヒステリシス曲
線の形状および位置に関係する。各干渉変調器は、一般にヒステリシスを示すが、ヒステ
リシスウィンドウの端部は、アレイのすべての変調器について等しい電圧ではない。した
がって、作動電圧および開放電圧は、名目上等しくなるように意図される干渉変調器につ
いても、アレイ中の異なる干渉変調器によって異なることがある。この非一様性は、たと
えば、製造プロセスにおいて必然的に発生する、アレイの異なる部分における材料の厚さ
または他の特性におけるわずかな差から生じ得る。さらに、作動電圧および開放電圧は、
ディスプレイの寿命時間にわたって、ディスプレイの温度、経年変化、および使用パター
ンにおける変動とともに変化することがある。このことは、図４に関して上記で説明した
駆動方式など、駆動方式において使用されるべき電圧を決定することを困難にすることが
ある。このことはまた、使用中、およびディスプレイアレイの寿命にわたってこれらの変
化を追跡する方法で、駆動方式において使用される電圧を変化させることを、最適なディ
スプレイ動作にとって有用にすることもある。
【００６１】
　ここで図１０に戻ると、中心電圧（図１１ではＶＣＥＮＴとして示される）を上回る正
の作動電圧において、および、中心電圧を下回る負の作動電圧において、各干渉変調器は
、開放状態から作動状態へ変化する。中心電圧は、正のヒステリシスウィンドウと負のヒ
ステリシスウィンドウとの間の中点である。中点は、たとえば、外縁間の中間、内縁間の
中間、または、２つのウィンドウの中点間の中間など、様々な方法で定義され得る。変調
器のアレイでは、中心電圧は、アレイの異なる変調器のための平均中心電圧として定義さ
れてもよく、または、すべての変調器のためのヒステリシスウィンドウの極端間の中間と
して定義されてもよい。たとえば、図１０を参照すると、中心電圧は、高作動電圧と低作
動電圧との間の中間として定義され得る。実際的な問題として、干渉変調器のための中心
電圧は、典型的にはゼロに近く、そうでないときでも、ヒステリシスウィンドウ間の中点
を計算する様々な方法は、実質的に同じ値に達することになるので、この値がどのように
決定されるかは特に重要ではない。中心電圧がゼロからオフセットされるそれらの実施態
様では、この偏移は電圧オフセットと呼ばれることがある。
【００６２】
　上記で説明したように、これらの値は、異なる干渉変調器によって異なる。図１０にお
いてそれぞれＶＡＭＡＸ＿ＨおよびＶＡＭＡＸ＿Ｌと指定された、アレイのための最大の
正の作動電圧と最大の負の作動電圧とを特性化することが可能である。電圧ＶＡＭＡＸ＿

Ｈは、アレイ（または、以下でさらに説明するように、アレイの選択された部分）の変調
器のすべてが作動することを引き起こすことになる、正の極性電圧として特性化され得る
。電圧ＶＡMAX_Lは、アレイ（または、アレイの一部分）の変調器のすべてが作動するこ
とを引き起こすことになる、負の極性電圧として特性化され得る。この用語を使用して、
中心電圧ＶCENTは、（ＶＡＭＡＸ＿Ｈ＋ＶＡＭＡＸ＿Ｌ）／２として定義され得る。これ
らのパラメータの各々は、アレイのディスプレイ要素の駆動応答特性の例である。
【００６３】
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　図１０においてそれぞれＶＡＭＩＮ＿ＨおよびＶＡＭＩＮ＿Ｌと指定された、アレイの
ための最小の正の作動電圧と最小の負の作動電圧とを特性化することもまた可能である。
電圧ＶＡＭＩＮ＿Ｈは、アレイ（または、アレイの選択された部分）の変調器のうちの第
１のもののみが作動することを引き起こすことになる、正の極性電圧として特性化され得
る。電圧ＶＡＭＩＮ＿Ｌは、アレイ（または、アレイの選択された部分）の変調器のうち
の第１のもののみが作動することを引き起こすことになる、負の極性電圧として特性化さ
れ得る。
【００６４】
　同じく図１０に示すように、中心電圧を上回る正の極性開放電圧において、および、中
心電圧を下回る負の極性開放電圧において、干渉変調器は、作動状態から開放状態へ変化
する。正の作動電圧および負の作動電圧と同様に、アレイのための正の開放電圧および負
の開放電圧の限度を特性化することが可能である。電圧ＶＲＭＡＸ＿Ｈは、アレイ（また
は、アレイの選択された部分）の変調器のうちの第１のもののみが作動状態から開放する
ことを引き起こすことになる、正の極性電圧として特性化され得る。電圧ＶＲＭＡＸ＿Ｌ

は、アレイ（または、アレイの選択された部分）の変調器のうちの第１のもののみが作動
状態から開放することを引き起こすことになる、負の極性電圧として特性化され得る。電
圧ＶＲMIN_Hは、アレイ（または、アレイの選択された部分）の変調器のすべてが開放す
ることを引き起こすことになる、正の極性電圧として特性化され得る。電圧ＶＲＭＩＮ＿

Ｌは、アレイ（または、アレイの選択された部分）の変調器のすべてが開放することを引
き起こすことになる、負の極性電圧として特性化され得る。
【００６５】
　図１１は、干渉変調器のアレイのいくつかの部材についての概念的な可動反射ミラー位
置対印加電圧を示す図の別の例を示す。図１１はまた、異なる駆動方式電圧と、アレイの
変調器中に存在するヒステリシス曲線の範囲とのそれらの関係とを示す。図１１では、ヒ
ステリシス特性の範囲は、平行四辺形として表され、ＶＡＭＡＸ＿Ｈ、ＶＡＭＡＸ＿Ｌ、
ＶＡＭＩＮ＿Ｈ、ＶＡＭＩＮ＿Ｌ、ＶＲＭＡＸ＿Ｈ、ＶＲＭＡＸ＿Ｌ、ＶＲＭＩＮ＿Ｈ、
およびＶＲＭＩＮ＿Ｌは、上記で説明したものと同じ意味を有する。図１１における距離
ＡＬは、「許容差」電圧と呼ばれ、雑音、駆動信号における波形ひずみなどの存在下でも
、いくつかの変調器の偶発的な開放を回避するために、駆動方式が保持状態中に変調器に
印加することができるＶＲＭＡＸ＿Ｈを上回る最小量である。図１１における距離ＳＯは
、「スタンドオフ」電圧と呼ばれ、雑音、駆動信号における波形ひずみなどの存在下でも
、いくつかの変調器の偶発的な作動を回避するために、駆動方式が保持状態中に変調器に
印加することができるＶＡＭＩＮ＿Ｈを下回る最小量である。図１１における距離ＯＶは
、「過電圧」と呼ばれ、雑音、駆動信号における波形ひずみなどの存在下でも、意図され
るときに各変調器を正常に作動させるために、駆動方式が書込み状態中に変調器に印加す
ることができるＶＡＭＡＸ＿Ｈを上回る最小量である。ＡＬ、ＳＯ、およびＯＶのための
値は、変調器の特性、製造プロセスなどに依存し得る、経験的に、または半経験的に決定
された値である。
【００６６】
　同じく図１１に示すように、保持電圧ＶH（たとえば、図５Ｂのレベル７２）は、ヒス
テリシスウィンドウの中央の近くに位置する。コモンラインがＶＨにあるとき、セグメン
ト電圧が＋ＶＳにあるか－ＶＳにあるかにかかわらず、変調器が安定するように、セグメ
ント電圧の大きさ（たとえば、図５Ｂのレベル６２および６４）は、ウィンドウ幅の半分
未満、または、ウィンドウ幅の半分からＡＬおよびＳＯを減じたもの未満である。コモン
ライン上の書込み電圧、たとえば、図５のレベル７４は、ＶＨ＋２ＶＳに設定され得る。
この場合、変調器が作動されるように意図されるとき、書込みサイクル中の変調器の両端
間の総電位は、ＶＨ＋３ＶＳである。この値は、書込みパルスとともに意図されるときに
すべての変調器を確実に作動させるために、少なくともＶＡＭＡＸ＿Ｈ＋ＯＶであるべき
である。
【００６７】



(27) JP 2014-512565 A 2014.5.22

10

20

30

40

50

　アレイのためのこれらの作動値および開放値、ならびに、上記で説明した演算の原理を
使用して、アレイのための好適な駆動方式電圧を導出することができる。説明のために、
単色のアレイを最初に検討する。さらに、ＶＯＦＦＳＥＴがゼロであり、ヒステリシス曲
線の形状が正の極性と負の極性の両方で同じであると仮定する。したがって、この例では
、ただ１つのヒステリシス曲線を解析することができる。いくつかの実施態様では、セグ
メント電圧の大きさが、これらの値から最初に導出され得る。セグメント電圧が図５の駆
動方式において適切に機能するために、（図１１のパラメータを参照すると）以下が真で
あるべきである。
【数１】

【００６８】
および
【数２】

【００６９】
　上記の２つの式の同時解を有することは、通常そうであるように、式１の右辺が式２の
右辺よりも小さいことを暗示する。したがって、次の選択されるＶＳについて、式１およ
び式２の２つの右辺の平均を選択することができる。
【数３】

【００７０】
　上記のようにＶS決定されると、保持電圧（たとえば、図５Ｂのレベル７２）が導出さ
れ得る。多数のアレイでは、ＡＬはＳＯよりも大きい。いくつかの実施態様では、したが
って、保持電圧ＶＨは、次のように、開放しきい値よりも作動しきい値に近く設定され得
る。

【数４】

【００７１】
　一例として、ＶＡＭＡＸ＿Ｈが２０Ｖであり、ＶＡＭＩＮ＿Ｈが１８Ｖであり、ＶＲＭ

ＡＸ＿Ｈが６Ｖであり、ＳＯが１Ｖであり、ＯＶが１Ｖであり、ＡＬが３Ｖである場合、
上記の公式は、３ＶのＶＳと１４ＶのＶＨとを出す。この例を図５Ｂの波形に適用すると
、レベル７２および７６は、それぞれ＋１４Ｖおよび－１４Ｖとなり、セグメント電圧レ
ベル６２および６４は、それぞれ＋３Ｖおよび－３Ｖとなり、書込みパルスレベル７４お
よび７８は、それぞれ＋２０Ｖおよび－２０Ｖとなる。
【００７２】
　非ゼロのＶＯＦＦＳＥＴがあるそれらの場合、異なる保持電圧が、異なる極性に対して
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使用され得る（たとえば、図５Ｂのレベル７６の大きさは、図５Ｂのレベル７２の大きさ
とは異なり得る）。このことを考慮に入れるために、正の保持電圧は、ＶＨ＿Ｈ＝ＶＡＭ

ＩＮ＿Ｈ－ＳＯ－ＶＳとして導出され得、負の保持電圧は、ＶＨ＿Ｌ＝ＶＡＭＩＮ＿Ｌ＋
ＳＯ＋ＶＳとして導出され得る。
【００７３】
　アレイが、図９を参照して上記で説明したように、異なる色の異なるコモンラインを有
するカラーアレイであるとき、ディスプレイ要素の異なる色のラインに対して異なる保持
電圧を使用することが有用であり得る。異なる色の干渉変調器は、異なる機械的構造を有
するので、異なる色の干渉変調器についてのヒステリシス曲線特性において幅広いばらつ
きがあり得る。アレイの１色の変調器のグループ内では、しかしながら、より一定のヒス
テリシス特性が存在し得る。カラーディスプレイでは、ＶＡＭＡＸ＿Ｈ、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ

、およびＶＲＭＡＸ＿Ｈ（ならびに、非ゼロのＶＯＦＦＳＥＴをもつアレイでは、ＶＡＭ

ＡＸ＿Ｌ、ＶＡＭＩＮ＿Ｌ、およびＶＲＭＡＸ＿Ｌ）のための異なる値が、アレイのディ
スプレイ要素の色ごとに測定され得る。言い換えれば、最大６個の電圧値が、アレイのデ
ィスプレイ要素の色ごとに測定され得る。３色のカラーディスプレイでは、合計１８個の
異なるディスプレイ応答特性があり得る。セグメント電圧がすべての行に沿って印加され
るので、すべての色のための単一のセグメント電圧が最初に導出され得る。これは、上記
と同様に導出され得、ただし、式１および式２の右辺が色ごとに別々に測定および計算さ
れる。選択されるＶＳは、すべての色にわたって、式１の右辺について計算された最大値
と、式２の右辺について計算された最小値との平均であり得る。セグメント電圧のための
代替計算は、上記で説明したように１つまたは複数の色のためのセグメント電圧を別々に
計算することと、次いで、これらのうちの１つ（たとえば、最小の大きさ、中間の大きさ
、視覚的重要性をもつ特定の色からの１つなど）をアレイ全体のためのセグメント電圧と
して選択することとを含み得る。一般に、より小さい大きさは、より低い電力要件を生じ
るが、場合によっては、より大きいセグメント電圧が、ディスプレイ要素の正確な作動に
対するより大きいマージンを与えることになる。上記で説明した最大値と最小値との平均
は、これらの競合する考慮事項のバランスをとるための１つの方法である。これらの実施
態様では、色ごとの正の保持電圧と負の保持電圧とが、その色について測定されたＶＡＭ

ＩＮ＿Ｈの値とＶＡＭＩＮ＿Ｌの値とを使用して、上記で説明したように別々に導出され
得る。
【００７４】
　上述のように、ＶＡＭＡＸ＿Ｈ、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ、ＶＲＭＡＸ＿Ｈ、ＶＡＭＡＸ＿Ｌ、
ＶＡＭＩＮ＿Ｌ、およびＶＲＭＡＸ＿Ｌのための値は、製造公差のために、異なるアレイ
間で変わることがあり、温度とともに、経時的に、使用に応じてなど、単一のアレイ中で
も変わることがある。ディスプレイの寿命時間にわたって十分に機能するディスプレイを
製作するために、これらの電圧を最初に設定し、後に調節するために、テストおよび状態
感知回路をディスプレイ装置に組み込むことが可能である。これを図１２および図１３に
示す。
【００７５】
　図１２は、ドライバ回路と状態感知回路とに結合されたディスプレイアレイの概略ブロ
ック図である。この装置では、セグメントドライバ回路６４０およびコモンドライバ回路
６３０が、ディスプレイアレイ６１０に結合される。ディスプレイ要素を、それぞれのコ
モンラインとセグメントラインとの間に接続されるキャパシタとして図示する。干渉変調
器では、デバイスのキャパシタンスは、２つの電極が分離されるとき、開放状態における
よりも、２つの電極が互いに引き寄せられるとき、作動状態において、約３～１０倍高く
なり得る。このキャパシタンス差は、１つまたは複数のディスプレイ要素の、１つまたは
複数の状態を決定するために、検出され得る。
【００７６】
　図１２の実施態様では、その検出が、積分器６５０を用いて行われる。積分器の機能を
、図１３をさらに参照しながら説明する。図１３は、図１２のアレイにおけるテスト電荷
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の流れを示す概略図である。次に図１２および図１３を参照すると、図１２のコモンドラ
イバ回路６３０は、テスト出力ドライバ６３１を１つまたは複数のコモンラインの一方の
側に接続するスイッチ６３２ａ～６３２ｅを含む。別のセットのスイッチ６４２ａ～６４
２ｅは、１つまたは複数のコモンラインの他方の端部を積分器回路６５０に接続する。
【００７７】
　一例のテストプロトコルとして、各セグメントドライバ出力は、たとえば、電圧ＶＳ＋
に設定され得る。積分器のスイッチ６４８および６４６は、最初に閉じられている。ライ
ン６２０をテストするために、たとえば、スイッチ６３２ａおよびスイッチ６４２ａが閉
じられ、テスト電圧がコモンライン６２０に印加され、容量性ディスプレイ要素と絶縁キ
ャパシタ６４４とが帯電させられる。次いで、スイッチ６３２ａ、６４８、および６４６
が開かれ、セグメントドライバから出力される電圧が、量ΔＶだけ変化させられる。ディ
スプレイ要素によって形成されたキャパシタ上の電荷は、すべてのディスプレイ要素の全
キャパシタンスの約ΔＶ倍に等しい量だけ変化させられる。ディスプレイ要素からのこの
電荷の流れは、積分器６５０の電圧出力がディスプレイ要素のラインの一定量の全キャパ
シタンスであるように、積分キャパシタ６５２を用いて、積分器６５０によって出力され
る電圧に変換される。
【００７８】
　これは、テストされているディスプレイ要素のラインについてのパラメータＶＡＭＡＸ

＿Ｈ、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ、ＶＲＭＡＸ＿Ｈ、ＶＡＭＡＸ＿Ｌ、ＶＡＭＩＮ＿Ｌ、およびＶＲ

ＭＡＸ＿Ｌを決定するために使用され得る。これを達成するために、ライン中のディスプ
レイ要素のすべてを開放させることがわかっている第１のテスト電圧が印加される。これ
は、たとえば、０ボルトであり得る。この場合、ディスプレイ要素の両端間の全電圧はＶ
Ｓ＋であり、たとえば、すべてのディスプレイ要素の開放ウィンドウ内である２Ｖである
。セグメント電圧がΔＶだけ変調されるときのキャパシタの出力電圧が記録される。この
積分器出力は、ラインの最低ラインキャパシタンスＣｍｉｎに対応する、ラインのための
Ｖｍｉｎと呼ばれることがある。これが、たとえば、２０Ｖの、ライン中のディスプレイ
要素のすべてを作動させることがわかっているコモンラインテスト電圧を用いて繰り返さ
れる。この積分器出力は、ラインの最高ラインキャパシタンスＣｍａｘに対応する、ライ
ンのためのＶｍａｘと呼ばれることがある。
【００７９】
　ラインのためのＶＡＭＡＸ＿ＨとＶＡＭＩＮ＿Ｈとを決定するために、（正の極性は、
セグメントラインよりも高い電位におけるコモンラインとして本明細書で定義される）、
ラインのディスプレイ要素が最初に、コモンライン上の０Ｖなど、低電圧で開放される。
次いで、０Ｖと２０Ｖとの間のテスト電圧が印加され、積分器の出力電圧が記録される。
これが、増加するテスト電圧の範囲にわたって繰り返される。テスト電圧が０Ｖから２０
Ｖまで増加されるにつれて、変調器がＶＡＭＩＮ＿Ｈで作動し始めるまで、積分器６５０
の出力がＶｍｉｎに近くなる。したがって、Ｖｍｉｎよりも大きい積分器出力を生じ始め
るテスト電圧を使用して、テスト電圧とＶＳ＋との間の差としてＶＡＭＩＮ＿Ｈを導出す
ることができる。テスト電圧がさらに増加されるにつれて、積分器出力は、次いで、Ｖｍ

ａｘまで急速に増加することになる。したがって、Ｖｍａｘにおいてまたはその近くで積
分器出力を生じ始めるテスト電圧を使用して、このテスト電圧とＶＳ＋との間の差として
ＶＡＭＡＸ＿Ｈを導出することができる。このプロセスが、ラインごとに繰り返され得、
ラインごとの最小の決定されたＶＡＭＩＮ＿Ｈが、アレイのためのＶＡＭＩＮ＿Ｈとして
選択され得、ラインごとのＶＡＭＡＸ＿Ｈのための最大の決定された電圧が、アレイのた
めのＶＡＭＡＸ＿Ｈとして選択され得る。同じプロセスが、ＶＲＭＡＸ＿Ｈのための値を
導出するために繰り返され得るが、ただし、この場合、テスト電圧を印加するよりも前に
、２０Ｖなどの高電圧を印加することによって、行中の変調器が最初に作動される。減少
する一連のテスト電圧が使用され、積分器出力がちょうどＶｍａｘから急速に減少し始め
るところのテスト電圧を使用して、ＶＲＭＡＸ＿Ｈを定義することができる。ラインごと
のＶＲＭＡＸ＿Ｈのための最大の決定された電圧が、アレイのためのＶＲＭＡＸ＿Ｈとし
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て選択され得る。これらの３つの値が決定されると、上記に記載した公式を使用して、駆
動方式電圧が計算され得る。
【００８０】
　駆動応答パラメータＶＡＭＡＸ＿Ｈ、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ、およびＶＲＭＡＸ＿Ｈを決定す
るために、テスト電圧の変化の下で積分器出力を解析する別の方法を、図１４Ａから図１
４Ｄに示す。図１４Ａは、ディスプレイ要素応答特性を検出する方法を示すフローチャー
トである。図１４Ｂは、ディスプレイ要素のラインについてのヒステリシス曲線を定義す
るデータポイントの一例である。図１４Ｃは、ディスプレイ要素のラインについてのヒス
テリシス曲線の正規化１次導関数の抜粋の一例である。図１４Ｄは、図１４Ｃの正規化１
次導関数曲線からＶＡＭＡＸ＿ＨとＶＡＭＩＮ＿Ｈとを選択する一例である。
【００８１】
　図１４Ａに示すように、方法は、ブロック９１０において開始することができ、ブロッ
ク９１０において、変調器のラインについてのヒステリシス曲線の少なくとも一部分が測
定される。この測定は、上記で説明したように行われ得、増加する一連のテスト電圧と減
少する一連のテスト電圧とが積分器測定回路に印加される。図１４Ｂは、アレイのライン
から取られた例示的なデータを示し、各ポイントは、電圧に応じて積分器出力としてプロ
ットされたテスト測定値を表す。ｘ軸は、テスト中の変調器の両端間の電圧（たとえば、
印加テスト電圧からＶＳ＋を引いたもの）を表し、ｙ軸は、テスト中に積分器に転送され
た電荷量を表し、その電荷量は、測定されているラインのキャパシタンスに比例し、測定
されているラインのキャパシタンスは、ラインのいくつの変調器が作動されるかの尺度で
ある。ブロック９２０において、ヒステリシス曲線（またはその一部分）の１次導関数が
計算される。ブロック９３０において、これらの値が、次いで正規化される。これらの計
算の結果を、図１４Ｃに示す。１次導関数は、ヒステリシス曲線の傾きが最も急である、
大きいピークを示すことになる。図１４Ｃの底部に近い右端のピークの幅は、ＶＡＭＩＮ

＿ＨとＶＡＭＡＸ＿Ｈとの間の差を定義する。この幅をＶＡＭＡＸ＿ＨおよびＶＡＭＩＮ

＿Ｈのための数値として特性化するために、ブロック９４０において、正規化キャパシタ
ンス導関数曲線がその最大値の１０％に等しいところの電圧が識別される。ブロック９５
０において、ＶＡＭＩＮ＿Ｈのための値が、そのピークの左側のピーク高さの１０％に対
応する電圧値として定義される。ＶＡＭＡＸ＿Ｈのための値が、そのピークの右側のピー
ク高さの１０％に対応する電圧値として定義される。これを、図１４Ｄのグラフに示す。
ＶＲＭＡＸ＿Ｈのための値が、図１４Ｃのピーク９７０の右側の１０％ポイントを使用し
て、同様の方法で導出され得る。
【００８２】
　アレイの製造中に、このプロセスは、駆動方式電圧を定義するためにアレイについて使
用され得るパラメータＶＡＭＡＸ＿Ｈ、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ、ＶＲＭＡＸ＿Ｈ、ＶＡＭＡＸ＿

Ｌ、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ、およびＶＲＭＡＸ＿Ｌを決定するために、アレイの各ライン上で実
行され得る。たとえば、図１４Ｂのヒステリシスプロットがアレイのラインごとに生成さ
れ得、次いで、ラインごとに再度、正規化１次導関数曲線が定義され得る。上記で説明し
、図１４Ｄに示すように、ラインごとに、ＶＡＭＡＸ＿Ｈ、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ、ＶＲＭＡＸ

＿Ｈ、ＶＡＭＡＸ＿Ｌ、ＶＡＭＩＮ＿Ｌ、およびＶＲＭＡＸ＿Ｌのための値が、ヒステリ
シス曲線から導出された正規化１次導関数曲線から生成され得る。各ラインは、したがっ
て、６つの決定された値を有し得る。テストされるアレイのＮ個の行がある場合、６Ｎ個
の値が生成されることになる。これらの６Ｎ個の値から、全体としてのアレイのための６
個の値が選択され得る。たとえば、単色のアレイでは、アレイのためのＶＡＭＡＸ＿Ｈの
値は、各ラインをテスト中であるときに発見された最大値であり得る。アレイのためのＶ
ＡＭＩＮ＿Ｈのための値は、各ラインをテスト中であるときに発見された最小値であり得
る。アレイのためのＶＲＭＡＸ＿Ｈのための値は、各ラインをテスト中であるときに発見
された最大値であり得る。アレイのためのＶＡＭＡＸ＿Ｌのための値は、各ラインをテス
ト中であるときに発見された最大値であり得る。アレイのためのＶＲＭＡＸ＿Ｌのための
値は、各ラインをテスト中であるときに発見された最大値であり得る。アレイのためのＶ
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ＡＭＩＮ＿Ｌのための値は、各ラインをテスト中であるときに発見された最小値であり得
る。カラーアレイでは、値は色によってグループ化され得、アレイのための駆動方式電圧
もまた、上記で説明したように導出され得、ただし、単一のＶＳがアレイ全体について導
出され、別々の保持電圧が、各色および極性について導出される。
【００８３】
　そのようなアレイの使用中に、上記で説明したプロセスをラインごとに繰り返し、アレ
イの現在の状態、温度などに好適である新しい駆動方式電圧を導出することが可能となる
。しかしながら、この手順はかなりの量の時間を取ることがあり、ユーザに見えることが
あるので、これは望ましくないことがある。この問題を軽減するために、アレイがサブセ
ットに分割され得、アレイのただ１つまたは複数のサブセットがテストおよび特性化され
得る。これらのサブセット測定から導出された駆動方式電圧がアレイ全体に好適であるよ
うに、これらのサブセットは、アレイ全体を十分に代表することができる。このことは、
測定を実行するために必要とされる時間を短縮し、ユーザにとってより不都合でないよう
に、アレイの使用中に、プロセスが実行されることを可能にすることができる。再び図１
２を参照すると、たとえば、図１２の単一のライン６２２が、ディスプレイの使用中に、
テストおよび特性化のために、アレイの代表的なサブセットとして選択され得る。アレイ
の使用中に定期的に、ＶＡＭＡＸ＿Ｈ、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ、ＶＲＭＡＸ＿Ｈ、ＶＡＭＡＸ＿

Ｌ、ＶＡＭＩＮ＿Ｌ、およびＶＲＭＡＸ＿Ｌについてライン６２２をテストするために、
スイッチ６３２ｄおよび６４２ｄが使用され、その結果が、上記に記載した公式を使用し
て、更新された駆動方式電圧を導出するために、使用される。いくつかの実施態様では、
いくつかのラインがアレイの代表的なサブセットとして使用され得、以下でさらに説明す
るように、スイッチ６３２ａ～６３２ｅおよび６４２ａ～６４２ｅを制御することによっ
て、同時にまたは連続的にテストされ得る。
【００８４】
　図１５は、アレイの使用中に駆動方式電圧を較正する方法を示すフローチャートである
。図１６は、駆動方式電圧較正ルーチン中に状態感知のために選択されるラインの一例を
示す。図１６では、以下でさらに詳細に説明するライン７４２、７４４、および７４６を
含む、一連の水平に配置されたコモンラインを有する、ディスプレイアレイ７５０全体を
示す。次にこれらの２つの図を参照しながら、アレイの使用中に駆動方式電圧を更新する
方法について説明する。上述したように、駆動方式電圧のセットを導出するための式１～
４は、入力として、ゼロオフセット電圧をもつ単色のアレイのためのＶＡＭＡＸ＿Ｈ、Ｖ
ＡＭＩＮ＿Ｈ、ＶＲＭＡＸ＿Ｈの値を利用する。アレイの使用中に駆動方式電圧の較正更
新を実行するために、異なるサブセットのためのＶＡＭＡＸ＿Ｈ、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ、およ
びＶＲＭＡＸ＿Ｈのための値を決定するために、アレイのサブセットの駆動応答特性が特
性化され得る。これらの値のための極値を有する特定のサブセットが、アレイ全体のため
の駆動方式電圧を導出するために利用され得る。このことには、使用中にアレイ全体をテ
ストする必要がなく、したがって、テスト方式がユーザエクスペリエンスに及ぼす影響を
低減するという利点がある。
【００８５】
　一実施態様では、アレイのラインが最初に、上記で説明したテストによって特性化され
得る。ディスプレイ製造中またはそのすぐ後に実行され得る、この最初のテストから、最
大のＶＡＭＡＸ＿Ｈをもつラインと、最小のＶＡＭＩＮ＿Ｈをもつラインと、最大のＶＲ

ＭＡＸ＿Ｈをもつラインとが識別され得る。これを、図１６において、それぞれライン７
４２、７４６および７４４によって示す。図１５に戻ると、アレイ中の駆動方式電圧を較
正する方法は、ブロック７１０において開始する。このブロックにおいて、この方法は、
アレイのディスプレイ要素の第１のサブセットについて、第１のサブセット中の本質的に
すべてのディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こす電圧を特性化する、
第１の電圧を決定する。一実施態様では、このことは、ＶＡＭＡＸ＿Ｈのための最高値を
有するとして以前に識別されたアレイのラインを使用して、ＶＡＭＡＸ＿Ｈのための値を
測定することを含み得る。ブロック７２０において、この方法は、アレイのディスプレイ
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要素の第２のサブセットについて、第２のサブセット中の第１のディスプレイ要素が開放
状態から作動することを引き起こすが、第２のサブセット中のかなりの数の他のディスプ
レイ要素が開放状態から作動することを引き起こさない電圧を特性化する、第２の電圧を
決定する。一実施態様では、このことは、ＶＡＭＩＮ＿Ｈのための最低値を有するとして
以前に識別されたアレイのラインを使用して、ＶＡＭＩＮ＿Ｈのための値を測定すること
を含み得る。ブロック７３０において、この方法は、アレイのディスプレイ要素の第３の
サブセットについて、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放
することを引き起こすが、第３のサブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作
動状態から開放することを引き起こさない電圧を特性化する、第３の電圧を決定する。一
実施態様では、このことは、ＶＲＭＡＸ＿Ｈのための最高値を有するとして以前に識別さ
れたアレイのラインを使用して、ＶＲＭＡＸ＿Ｈのための値を測定することを含み得る。
ブロック７４０において、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とが、アレイの使用
中に保守較正を実行するために使用される。保守較正は、上記の公式を使用して、駆動方
式電圧を計算するために、サブセットについて測定されたＶＡＭＡＸ＿Ｈ、ＶＡＭＩＮ＿

Ｈ、およびＶＲＭＡＸ＿Ｈのための値を使用することを含み得る。ディスプレイの動作中
に使用される駆動方式電圧が、次いで、ディスプレイの寿命時間にわたって定期的に修正
され得る。
【００８６】
　図１５および図１６によって図示した例は、仮定されたゼロのオフセット電圧をもつ単
色のアレイについての例である。非ゼロオフセット電圧では、他の極性のヒステリシスの
ためのＶＡＭＡＸ＿Ｌ、ＶＡＭＩＮ＿Ｌ、およびＶＲＭＡＸ＿Ｌの追加の測定が行われ得
る。この場合、３つの追加のラインが測定されることになり、すなわち、（１）アレイ全
体の最低のＶＡMIN_Lを有するラインと、（２）アレイ全体の最大のＶＡＭＡＸ＿Ｌを有
するラインと、（３）アレイ全体の最高のＶＲＭＡＸ＿Ｌを有するラインとが決定される
ことになり、これらのラインが、他の駆動応答特性について上記で説明したように、後続
の測定のために使用されることになる。非ゼロオフセット電圧をもつカラーアレイでは、
各色のラインの各セットが別々に扱われ得る。この場合、各色について、最高のＶＡＭＡ

Ｘ＿Ｈと、最低のＶＡＭＩＮ＿Ｈと、最高のＶＲＭＡＸ＿Ｈと、最低のＶＡＭＩＮ＿Ｌと
、最高のＶＡＭＡＸ＿Ｌと、最低のＶＡＭＩＮ＿Ｌと、最高のＶＲＭＡＸ＿Ｌとを有する
６個のライン、合計１８個の測定ラインが最初に選択され得る。ＶSのための値は、すべ
ての色についての両極性のヒステリシスウィンドウについての式１の右辺のための最大値
と、すべての色についての両極性のヒステリシスウィンドウについての式２の右辺のため
の最小値とを取ることによって、決定され得る。これらの２つの平均が、ＶSのために使
用される値であり得る。各色のための正の保持電圧および負の保持電圧が、式４と、各色
のためのＶＡＭＩＮ＿ＨおよびＶＡＭＩＮ＿Ｌのための値とを使用して決定され得る。３
色ディスプレイでは、１２個のラインの１２個の測定値が、アレイ全体のための１個のセ
グメント電圧ＶSと、３色の各々のための正極性の保持電圧および負極性の保持電圧のた
めの６個の保持電圧ＶＨとの計算を可能にするデータを作り出すことになる。
【００８７】
　上述したように、アレイのディスプレイ要素の駆動応答特性は、経時的に、および温度
とともに変化することがある。保守測定のために最初に選ばれた選択サブセットがもはや
、ＶＡＭＡＸ＿Ｈ、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ、およびＶＲＭＡＸ＿Ｈのための所望の極値を有する
サブセットではないことがあるかもしれないので、このことは、図１５および図１６に関
して説明した保守較正方式に影響を及ぼし得る。この問題点は、図１７および図１８に関
して説明する方式を使用して緩和され得る。図１７は、アレイの使用中に駆動方式電圧を
較正する方法を示すフローチャートである。図１８は、駆動方式電圧較正ルーチン中に状
態感知のために選択されるラインの一例を示す。図１６と同様に、図１８は、ライン７４
２、７４４、および７４６、ならびに追加のライン８３２を含む、一連の水平に配置され
たコモンラインを有する、ディスプレイアレイ７５０全体を示す。概して、図１７の方法
は、アレイの新しいサブセットの駆動応答特性を定期的に特性化する。新しいサブセット
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が、ＶＡＭＡＸ＿Ｈ、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ、またはＶＲＭＡＸ＿Ｈについて（または、場合に
よっては、ＶＡＭＡＸ＿Ｌ、ＶＡＭＩＮ＿Ｌ、およびＶＲＭＡＸ＿Ｌについても）、その
パラメータのために現在使用されているサブセットよりも極端な値を有する場合、新しい
サブセットが、そのパラメータの後の測定では元のサブセットの代わりに使用される。
【００８８】
　次に図１７を参照すると、この方法は、ブロック８１０において開始することができ、
ブロック８１０において、この方法は、アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の
以前に特性化されたサブセットの、１つまたは複数の駆動応答特性を決定する。ブロック
８２０において、この方法は、ディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化され
たサブセットについて決定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出する。決
定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出するための方法の一実施態様につ
いては、図１５を参照しながら上記で詳細に説明した。駆動応答特性は、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ

、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ、またはＶＲＭＡＸ＿Ｈであり得、以前に特性化されたサブセットは、
最大のＶＡＭＡＸ＿Ｈと、最小のＶＡＭＩＮ＿Ｈと、最大のＶＲＭＡＸ＿Ｈとを用いて以
前に決定されたラインであり得る。これらのラインを、図１６の場合のように、図１８に
おいてそれぞれライン７４２、７４６、および７４４として示す。ブロック８３０におい
て、この方法は、アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットを特性化するため
に、アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットの、１つまたは複数の駆動応答
特性を決定する。この一例を、図１８においてライン８３２として示す。追加のサブセッ
トが測定されるとき（たとえば、図１８のライン８３２）、そのサブセットについて、パ
ラメータＶＡＭＡＸ＿Ｈ、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ、および／もしくはＶＲＭＡＸ＿Ｈ（ならびに
／または、場合によってはＶＡＭＡＸ＿Ｌ、ＶＡＭＩＮ＿Ｌ、およびＶＲＭＡＸ＿Ｌも）
のうちの１つまたは複数が測定される。そのサブセットが、たとえば、ＶＡＭＡＸ＿Ｈを
測定するために現在使用されているサブセットよりも大きいＶＡＭＡＸ＿Ｈを有する場合
、元のサブセット（たとえば、図１８のライン７４２）ではなく、新しいサブセット（た
とえば、図１８のライン８３２）が、そのパラメータの後の測定において使用される。こ
のようにして、どのサブセットが駆動応答特性の極値を示すかに変化をもたらす、アレイ
における温度、時間などにわたる変化が反映される。
【００８９】
　動作時、測定するべき追加のサブセットがランダムに、擬似ランダムに、または、任意
のあらかじめ定義された選択パターンに従って選ばれ得る。非ゼロオフセット電圧をもつ
３色のＲＧＢアレイでは、選択されたラインの初期セットが１８個の異なるラインを含み
得、赤色、緑色、および青色ラインの各々の１つのラインが、各色のためのＶＡＭＡＸ＿

Ｈ、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ、ＶＲＭＡＸ＿Ｈ、ＶＡＭＡＸ＿Ｌ、ＶＡＭＩＮ＿Ｌ、およびＶＲＭ

ＡＸ＿Ｌを定義するために使用される。定期的に、１９番目のラインが選択され、１色の
１つのパラメータをテストするために使用され得る。たとえば、１８個の現在のセットと
は異なる青色ラインが選択され、青色のためのＶＲＭＡＸ＿Ｈを決定するために使用され
得る。この新たに選択されたラインのためのＶＲＭＡＸ＿Ｈが、青色のためのＶＲＭＡＸ

＿Ｈを決定するために現在使用されている１８個のラインのうちの１つのＶＲＭＡＸ＿Ｈ

よりも小さい場合、何も変更されない。しかしながら、新たに選択された青色ラインのＶ
ＲＭＡＸ＿Ｈが、現在使用されている青色ラインのＶＲＭＡＸ＿Ｈよりも大きい場合、更
新された駆動方式電圧が計算されるとき、青色のためのＶＲＭＡＸ＿Ｈの測定のために、
その新たに選択されたラインが後で使用される。これが、追加の新たに選択されたライン
について定期的に繰り返され、たとえば、１８個の現在のセットとは異なる緑色ラインが
、次いで、緑色のためのＶＡＭＡＸ＿Ｈを決定するために選択され得る。新たに選択され
たラインが、緑色のためのＶＡＭＡＸ＿Ｈの既存の極値よりも高いＶＡＭＡＸ＿Ｈを有す
る場合、更新された駆動方式電圧を計算する保守較正を実行するときに後に使用するため
に、その新しいラインが代用される。
【００９０】
　図１９Ａおよび図１９Ｂは、複数の干渉変調器を含むディスプレイデバイス４０を示す
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システムブロック図の例を示している。ディスプレイデバイス４０は、たとえば、セルラ
ー電話または携帯電話であり得る。ただし、ディスプレイデバイス４０の同じ構成要素ま
たはディスプレイデバイス４０の軽微な変形も、テレビジョン、電子リーダーおよびポー
タブルメディアプレーヤなど、様々なタイプのディスプレイデバイスを示す。
【００９１】
　ディスプレイデバイス４０は、ハウジング４１と、ディスプレイ３０と、アンテナ４３
と、スピーカー４５と、入力デバイス４８と、マイクロフォン４６とを含む。ハウジング
４１は、射出成形および真空成形を含む様々な製造プロセスのうちのいずれかから形成さ
れ得る。さらに、ハウジング４１は、限定はしないが、プラスチック、金属、ガラス、ゴ
ム、およびセラミック、またはそれらの組合せを含む、様々な材料のうちのいずれかから
製作され得る。ハウジング４１は、異なる色の、または異なるロゴ、ピクチャ、もしくは
シンボルを含んでいる、他の取外し可能な部分と交換され得る、取外し可能な部分（図示
せず）を含むことができる。
【００９２】
　ディスプレイ３０は、本明細書で説明する、双安定またはアナログディスプレイを含む
様々なディスプレイのうちのいずれかであり得る。ディスプレイ３０はまた、プラズマ、
ＥＬ、ＯＬＥＤ、ＳＴＮ　ＬＣＤ、またはＴＦＴ　ＬＣＤなど、フラットパネルディスプ
レイ、あるいはＣＲＴまたは他の管デバイスなど、非フラットパネルディスプレイを含む
ように構成され得る。さらに、ディスプレイ３０は、本明細書で説明する干渉変調器ディ
スプレイを含むことができる。
【００９３】
　ディスプレイデバイス４０の構成要素は図１７Ｂに概略的に示されている。ディスプレ
イデバイス４０は、ハウジング４１を含み、それの中に少なくとも部分的に密閉された追
加の構成要素を含むことができる。たとえば、ディスプレイデバイス４０は、トランシー
バ４７に結合されたアンテナ４３を含むネットワークインターフェース２７を含む。トラ
ンシーバ４７はプロセッサ２１に接続され、プロセッサ２１は調整ハードウェア５２に接
続される。調整ハードウェア５２は、信号を調整する（たとえば、信号をフィルタ処理す
る）ように構成され得る。調整ハードウェア５２は、スピーカー４５およびマイクロフォ
ン４６に接続される。プロセッサ２１は、入力デバイス４８およびドライバコントローラ
２９にも接続される。ドライバコントローラ２９は、フレームバッファ２８に、およびア
レイドライバ２２に結合され、アレイドライバ２２は次にディスプレイアレイ３０に結合
される。電源５０が、特定のディスプレイデバイス４０設計によって必要とされるすべて
の構成要素に電力を与えることができる。
【００９４】
　ネットワークインターフェース２７は、ディスプレイデバイス４０がネットワークを介
して１つまたは複数のデバイスと通信することができるように、アンテナ４３とトランシ
ーバ４７とを含む。ネットワークインターフェース２７はまた、たとえば、プロセッサ２
１のデータ処理要件を軽減するための、何らかの処理能力を有し得る。アンテナ４３は信
号を送信および受信することができる。いくつかの実施態様では、アンテナ４３は、ＩＥ
ＥＥ１６．１１（ａ）、（ｂ）、または（ｇ）を含むＩＥＥＥ１６．１１規格、あるいは
ＩＥＥＥ８０２．１１ａ、ｂ、ｇまたはｎを含むＩＥＥＥ８０２．１１規格に従って、Ｒ
Ｆ信号を送信および受信する。いくつかの他の実施態様では、アンテナ４３は、ＢＬＵＥ
ＴＯＯＴＨ規格に従ってＲＦ信号を送信および受信する。セルラー電話の場合、アンテナ
４３は、３Ｇまたは４Ｇ技術を利用するシステムなどのワイヤレスネットワーク内で通信
するために使用される、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、モバイル通信のためのモバイル通信（ＧＳＭ（登録商
標）：Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
ｎｓ）、ＧＳＭ／ジェネラル・パケット・ラジオ・サービス（ＧＰＲＳ：ＧＳＭ／Ｇｅｎ
ｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）、エンハンスドデータ・ＧＳＭ
環境（ＥＤＧＥ：Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　ＧＳＭ　Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ）、テ
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レスティアル・トランクド・ラジオ（ＴＥＴＲＡ：Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｔｒｕｎｋ
ｅｄ　Ｒａｄｉｏ）、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））、エボリューション
・データ・オプティマイズド（ＥＶ－ＤＯ：Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ　Ｄａｔａ　Ｏｐｔｉｍ
ｉｚｅｄ）、１ｘＥＶ－ＤＯ、ＥＶ－ＤＯ　Ｒｅｖ　Ａ、ＥＶ－ＤＯ　Ｒｅｖ　Ｂ、高速
パケットアクセス（ＨＳＰＡ）、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）、高
速アップリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）、発展型高速パケットアクセス（ＨＳＰ
Ａ＋）、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉ
ｏｎ）、ＡＭＰＳ、または他の知られている信号を受信するように設計される。トランシ
ーバ４７は、アンテナ４３から受信された信号がプロセッサ２１によって受信され、プロ
セッサ２１によってさらに操作され得るように、その信号を前処理することができる。ト
ランシーバ４７はまた、プロセッサ２１から受信された信号がアンテナ４３を介してディ
スプレイデバイス４０から送信され得るように、その信号を処理することができる。
【００９５】
　いくつかの実施態様では、トランシーバ４７は受信機によって置き換えられ得る。さら
に、ネットワークインターフェース２７は、プロセッサ２１に送られるべき画像データを
記憶または生成することができる画像ソースによって置き換えられ得る。プロセッサ２１
は、ディスプレイデバイス４０の全体的な動作を制御することができる。プロセッサ２１
は、ネットワークインターフェース２７または画像ソースから圧縮された画像データなど
のデータを受信し、そのデータを生画像データに、または生画像データに容易に処理され
るフォーマットに、処理する。プロセッサ２１は、処理されたデータをドライバコントロ
ーラ２９に、または記憶のためにフレームバッファ２８に送ることができる。生データは
、一般に、画像内の各ロケーションにおける画像特性を識別する情報を指す。たとえば、
そのような画像特性は、色、飽和、およびグレースケールレベルを含むことができる。
【００９６】
　プロセッサ２１は、ディスプレイデバイス４０の動作を制御するためのマイクロコント
ローラ、ＣＰＵ、または論理ユニットを含むことができる。調整ハードウェア５２は、ス
ピーカー４５に信号を送信するための、およびマイクロフォン４６から信号を受信するた
めの、増幅器およびフィルタを含み得る。調整ハードウェア５２は、ディスプレイデバイ
ス４０内の個別構成要素であり得、あるいはプロセッサ２１または他の構成要素内に組み
込まれ得る。
【００９７】
　ドライバコントローラ２９は、プロセッサ２１によって生成された生画像データをプロ
セッサ２１から直接、またはフレームバッファ２８から取ることができ、アレイドライバ
２２への高速送信のために適宜に生画像データを再フォーマットすることができる。いく
つかの実施態様では、ドライバコントローラ２９は、生画像データを、ラスタ様フォーマ
ットを有するデータフローに再フォーマットすることができ、その結果、そのデータフロ
ーは、ディスプレイアレイ３０にわたって走査するのに好適な時間順序を有する。次いで
、ドライバコントローラ２９は、フォーマットされた情報をアレイドライバ２２に送る。
ＬＣＤコントローラなどのドライバコントローラ２９は、しばしば、スタンドアロン集積
回路（ＩＣ）としてシステムプロセッサ２１に関連付けられるが、そのようなコントロー
ラは多くの方法で実施され得る。たとえば、コントローラは、ハードウェアとしてプロセ
ッサ２１中に埋め込まれるか、ソフトウェアとしてプロセッサ２１中に埋め込まれるか、
またはハードウェアにおいてアレイドライバ２２と完全に一体化され得る。
【００９８】
　アレイドライバ２２は、ドライバコントローラ２９からフォーマットされた情報を受信
することができ、ビデオデータを波形の並列セットに再フォーマットすることができ、波
形の並列セットは、ディスプレイのディスプレイ要素のｘ－ｙ行列から来る、数百の、お
よび時には数千の（またはより多くの）リード線に毎秒何回も適用される。
【００９９】
　いくつかの実施態様では、ドライバコントローラ２９、アレイドライバ２２、およびデ
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ィスプレイアレイ３０は、本明細書で説明するディスプレイのタイプのうちのいずれにも
適している。たとえば、ドライバコントローラ２９は、従来のディスプレイコントローラ
または双安定ディスプレイコントローラ（たとえば、ＩＭＯＤコントローラ）であり得る
。さらに、アレイドライバ２２は、従来のドライバまたは双安定ディスプレイドライバ（
たとえば、ＩＭＯＤディスプレイドライバ）であり得る。その上、ディスプレイアレイ３
０は、従来のディスプレイアレイまたは双安定ディスプレイアレイ（たとえば、ＩＭＯＤ
のアレイを含むディスプレイ）であり得る。いくつかの実施態様では、ドライバコントロ
ーラ２９はアレイドライバ２２と一体化され得る。そのような実施態様は、セルラーフォ
ン、ウォッチおよび他の小面積ディスプレイなどの高集積システムでは一般的である。
【０１００】
　いくつかの実施態様では、入力デバイス４８は、たとえば、ユーザがディスプレイデバ
イス４０の動作を制御することを可能にするように、構成され得る。入力デバイス４８は
、ＱＷＥＲＴＹキーボードまたは電話キーパッドなどのキーパッド、ボタン、スイッチ、
ロッカー、タッチセンシティブスクリーン、あるいは感圧膜または感熱膜を含むことがで
きる。マイクロフォン４６は、ディスプレイデバイス４０のための入力デバイスとして構
成され得る。いくつかの実施態様では、ディスプレイデバイス４０の動作を制御するため
に、マイクロフォン４６を介したボイスコマンドが使用され得る。
【０１０１】
　電源５０は、当技術分野でよく知られている様々なエネルギー蓄積デバイスを含むこと
ができる。たとえば、電源５０は、ニッケルカドミウムバッテリーまたはリチウムイオン
バッテリーなどの充電式バッテリーであり得る。電源５０はまた、再生可能エネルギー源
、キャパシタ、あるいはプラスチック太陽電池または太陽電池塗料を含む太陽電池であり
得る。電源５０はまた、壁コンセントから電力を受け取るように構成され得る。
【０１０２】
　いくつかの実施態様では、制御プログラマビリティがドライバコントローラ２９中に存
在し、これは電子ディスプレイシステム中のいくつかの場所に配置され得る。いくつかの
他の実施態様では、制御プログラマビリティがアレイドライバ２２中に存在する。上記で
説明した最適化は、任意の数のハードウェアおよび／またはソフトウェア構成要素におい
て、ならびに様々な構成において実施され得る。
【０１０３】
　本明細書で開示する実施態様に関して説明した様々な例示的な論理、論理ブロック、モ
ジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフ
トウェア、または両方の組合せとして実施され得る。ハードウェアとソフトウェアの互換
性が、概して機能に関して説明され、上記で説明した様々な例示的な構成要素、ブロック
、モジュール、回路およびステップにおいて示された。そのような機能がハードウェアで
実施されるか、ソフトウェアで実施されるかは、特定の適用例および全体的なシステムに
課された設計制約に依存する。
【０１０４】
　本明細書で開示する態様に関して説明した様々な例示的な論理、論理ブロック、モジュ
ール、および回路を実施するために使用される、ハードウェアおよびデータ処理装置は、
汎用シングルチップまたはマルチチッププロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧ
Ａ）または他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別
ハードウェア構成要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそ
れらの任意の組合せを用いて実施または実行され得る。汎用プロセッサは、マイクロプロ
セッサ、あるいは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、また
は状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば
、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連
携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成として
実施することもできる。いくつかの実施態様では、特定のステップおよび方法が、所与の
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機能に固有である回路によって実行され得る。
【０１０５】
　１つまたは複数の態様では、説明した機能は、本明細書で開示する構造を含むハードウ
ェア、デジタル電子回路、コンピュータソフトウェア、ファームウェア、およびそれらの
上記構造の構造的等価物において、またはそれらの任意の組合せにおいて実施され得る。
また、本明細書で説明した主題の実施態様は、１つまたは複数のコンピュータプログラム
として、すなわち、データ処理装置が実行するためにコンピュータ記憶媒体上に符号化さ
れた、またはデータ処理装置の動作を制御するための、コンピュータプログラム命令の１
つまたは複数のモジュールとして、実施され得る。
【０１０６】
　ソフトウェアで実装する場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコン
ピュータ可読媒体上に記憶するか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信すること
ができる。本明細書で開示された方法またはアルゴリズムのステップは、コンピュータ可
読媒体上に存在し得る、プロセッサ実行可能ソフトウェアモジュールで実施され得る。コ
ンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所にコンピュータプログラムを転送すること
を可能にされ得る任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両
方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体で
あってよい。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯ
Ｍ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクスト
レージもしくは他の磁気ストレージデバイス、または、命令もしくはデータ構造の形態で
所望のプログラムコードを記憶するために使用されコンピュータによってアクセスされ得
る、任意の他の媒体を含み得る。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼
ばれ得る。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクト
ディスク（ＣＤ）、レーザディスク（登録商標）、光ディスク、デジタル多用途ディスク
（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスクおよびブルーレイ（登録商標）ディスクを
含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、デー
タをレーザで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含める
べきである。さらに、方法またはアルゴリズムの動作は、コンピュータプログラム製品に
組み込まれ得る、機械可読媒体およびコンピュータ可読媒体上のコードおよび命令の、１
つまたは任意の組合せまたはセットとして存在し得る。
【０１０７】
　本開示で説明した実施態様への様々な修正は当業者には容易に明らかであり得、本明細
書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の実施態様に
適用され得る。したがって、特許請求の範囲は、本明細書で示した実施態様に限定される
ものではなく、本開示と、本明細書で開示する原理および新規の特徴とに一致する、最も
広い範囲を与えられるべきである。「例示的」という単語は、本明細書ではもっぱら「例
、事例、または例示の働きをすること」を意味するために使用される。本明細書に「例示
的」と記載されたいかなる実施態様も、必ずしも他の実施態様よりも好ましいまたは有利
であると解釈されるべきではない。さらに、「上側」および「下側」という用語は、図の
説明を簡単にするために時々使用され、適切に配向されたページ上の図の配向に対応する
相対位置を示すが、実施されたＩＭＯＤの適切な配向を反映しないことがあることを、当
業者は容易に諒解されよう。
【０１０８】
　また、別個の実施態様に関して本明細書で説明されたいくつかの特徴は、単一の実施態
様において組合せで実施され得る。また、逆に、単一の実施態様に関して説明した様々な
特徴は、複数の実施態様において別個に、あるいは任意の好適な部分組合せで実施され得
る。その上、特徴は、いくつかの組合せで働くものとして上記で説明され、初めにそのよ
うに請求されることさえあるが、請求される組合せからの１つまたは複数の特徴は、場合
によってはその組合せから削除され得、請求される組合せは、部分組合せ、または部分組
合せの変形形態を対象とし得る。
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【０１０９】
　同様に、動作は特定の順序で図面に示されているが、これは、望ましい結果を達成する
ために、そのような動作が、示される特定の順序でまたは順番に実行されることを、ある
いはすべての図示の動作が実行されることを必要とするものとして理解されるべきでない
。さらに、図面は、流れ図の形態でもう１つの例示的なプロセスを概略的に示し得る。た
だし、図示されていない他の動作が、概略的に示される例示的なプロセスに組み込まれ得
る。たとえば、１つまたは複数の追加の動作が、図示の動作のうちのいずれかの前に、後
に、同時に、またはそれの間で、実行され得る。いくつかの状況では、マルチタスキング
および並列処理が有利であり得る。その上、上記で説明した実施態様における様々なシス
テム構成要素の分離は、すべての実施態様においてそのような分離を必要とするものとし
て理解されるべきでなく、説明するプログラム構成要素およびシステムは、概して、単一
のソフトウェア製品において互いに一体化されるか、または複数のソフトウェア製品にパ
ッケージングされ得ることを理解されたい。さらに、他の実施態様が以下の特許請求の範
囲内に入る。場合によっては、特許請求の範囲に記載の行為は、異なる順序で実行され、
依然として望ましい結果を達成することができる。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５Ａ】

【図５Ｂ】

【図６Ａ】

【図６Ｂ】

【図６Ｃ】

【図６Ｄ】

【図６Ｅ】

【図７】
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【図８Ａ】

【図８Ｂ】

【図８Ｃ】

【図８Ｄ】

【図８Ｅ】
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【図１２】 【図１３】

【図１４Ａ】
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【図１４Ｃ】
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【図１４Ｄ】 【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９Ａ】
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【図１９Ｂ】

【手続補正書】
【提出日】平成25年11月14日(2013.11.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のディスプレイ要素を含むアレイにおける駆動方式電圧を較正する方法であって、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第１のサブセットについて、前記第１のサブセッ
ト中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こす
電圧を特性化する、第１の電圧を決定することと、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第２のサブセットについて、前記第２のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記第２の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起
こさない電圧を特性化する、第２の電圧を決定することと、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第３のサブセットについて、前記第３のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記第３の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起
こさない電圧を特性化する、第３の電圧を決定することと、
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、前記アレイの寿
命の少なくとも一部の部分にわたって、前記アレイの使用中に保守較正を実行することと
を備える方法。
【請求項２】



(44) JP 2014-512565 A 2014.5.22

　前記方法が、前記アレイのディスプレイ要素の第４のサブセットについて、前記第１の
電圧、前記第２の電圧、および前記第３の電圧のうちの少なくとも１つを決定することを
さらに備え、前記第４のサブセットが、ランダムまたは擬似ランダムに選択される、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記アレイのディスプレイ要素の前記第１のサブセット、前記第２のサブセット、また
は前記第３のサブセットのうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記
第４のサブセットを使用することをさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　ディスプレイ要素の前記第１のサブセット、前記第２のサブセット、または前記第３の
サブセットのうちの１つまたは複数について決定された電圧と、前記アレイのディスプレ
イ要素の前記第４のサブセットについて決定された前記電圧とを使用して、前記駆動方式
電圧を較正することをさらに備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とに少なくとも部分的に基づい
て、少なくとも１つの駆動方式電圧を決定することをさらに備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの駆動方式電圧が、保持電圧とセグメント電圧の一方または両方を
含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記決定された駆動方式電圧を使用して、画像を表示するように、アレイを駆動するこ
とをさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、保守較正を実行
することが、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを繰り返し決定することと、前
記ディスプレイの寿命時間にわたって定期的な間隔において、前記決定された第１の電圧
と、第２の電圧と、第３の電圧とに基づいて、駆動方式電圧を更新することとを含む、請
求項５に記載の方法。
【請求項９】
　決定することが、ディスプレイ要素のサブセットについてのヒステリシス曲線を決定す
ることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　決定することが、ディスプレイ要素のサブセットについてのヒステリシス曲線の１次導
関数を計算することを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　複数のディスプレイ要素を含むアレイにおける駆動方式電圧を較正する方法であって、
　前記アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットの
、１つまたは複数の駆動応答特性を決定することと、
　ディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定
された、前記決定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出することであり、
導出することが、前記決定された駆動応答特性を、駆動方式電圧値のための公式に代入す
ることを含む、導出することと、
　前記アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットを特性化するために、前記ア
レイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットの、１つまたは複数の駆動応答特
性を決定することと、
　前記アレイのディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセット
のうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセット
を使用することと、
　ディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定さ
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れた前記駆動応答特性と、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセット
の前記駆動応答特性とを使用して、前記駆動方式電圧を更新することであり、前記駆動応
答特性が、第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から
作動することを引き起こす電圧を特性化する、第１の電圧と、第２のサブセット中の第１
のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記サブセット中のか
なりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こさない電圧を特
性化する、第２の電圧と、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から
開放することを引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が
作動状態から開放することを引き起こさない電圧を特性化する、第３の電圧とのうちの、
１つまたは複数を含む、更新することと
を備える方法。
【請求項１２】
　少なくともいくつかの駆動方式電圧値が、公式
【数１】

から導出され、
　ＶＳが、導出されたセグメント電圧であり、ＶＨが、導出された保持電圧であり、ＶＡ

ＭＡＸ＿Ｈが、前記第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放
状態から作動することを引き起こす電圧を特性化する、前記第１の電圧であり、ＶＲＭＡ

Ｘ＿Ｈが、第２のサブセット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを
引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作
動することを引き起こさない電圧を特性化する、前記第２の電圧であり、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ

が、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起
こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放する
ことを引き起こさない電圧を特性化する、前記第３の電圧であり、ＯＶが、作動中に前記
ディスプレイ要素に供給されるべきであるＶＡＭＡＸ＿Ｈを上回る電圧量を表す、経験的
に決定された値であり、ＡＬが、保持状態中に前記ディスプレイ要素に供給されるべきで
あるＶＲＭＡＸ＿Ｈを上回る電圧量を表す、経験的に決定された値であり、ＳＯが、保持
状態中に前記ディスプレイ要素に供給されるべきであるＶＡＭＩＮ＿Ｈを下回る上回る電
圧を表す、経験的に決定された値である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　ディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットをランダムまたは擬似ランダムに選択
することをさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　駆動方式電圧を較正するための装置であって、
　ディスプレイ要素のアレイと、
　ディスプレイ要素状態感知回路と、
　　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第１のサブセットについて、前記第１のサブセ
ット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こ
す電圧を特性化する、第１の電圧を決定することと、
　　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第２のサブセットについて、前記第２のサブセ
ット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記第２
のサブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き
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起こさない電圧を特性化する、第２の電圧を決定することと、
　　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第３のサブセットについて、前記第３のサブセ
ット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記第３
のサブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き
起こさない電圧を特性化する、第３の電圧を決定することと、
　　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、前記アレイの
使用中に保守較正を実行することと
　を行うように構成されたドライバおよびプロセッサ回路と
を備える装置。
【請求項１５】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記アレイのディスプレイ要素の第４のサブセ
ットについて、前記第１の電圧、前記第２の電圧、および前記第３の電圧のうちの少なく
とも１つを決定することを行うようにさらに構成され、前記第４のサブセットが、ランダ
ムまたは擬似ランダムに選択される、請求項１８に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記アレイのディスプレイ要素の前記第１のサ
ブセット、前記第２のサブセット、または前記第３のサブセットのうちの１つの代わりに
、前記アレイのディスプレイ要素の前記第４のサブセットを使用することを行うようにさ
らに構成される、請求項１９に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、ディスプレイ要素の前記第１のサブセット、前
記第２のサブセット、または前記第３のサブセットのうちの１つまたは複数について決定
された電圧と、前記アレイのディスプレイ要素の前記第４のサブセットについて決定され
た前記電圧とを使用して、前記駆動方式電圧を較正することを行うようにさらに構成され
る、請求項２０に記載の装置。
【請求項１８】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第
３の電圧とに少なくとも部分的に基づいて、少なくとも１つの駆動方式電圧を決定するこ
とを行うようにさらに構成される、請求項１８に記載の装置。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つの駆動方式電圧が、保持電圧とセグメント電圧の一方または両方を
含む、請求項２２に記載の装置。
【請求項２０】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記決定された駆動方式電圧を使用して、画像
を表示するように、アレイを駆動することを行うようにさらに構成される、請求項２３に
記載の装置。
【請求項２１】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを
繰り返し決定すること、および、前記ディスプレイの寿命時間にわたって定期的な間隔に
おいて、前記決定された第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とに基づいて、駆動方
式電圧を更新することによって、前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧
とを使用して、保守較正を実行することを行うように構成される、請求項２２に記載の装
置。
【請求項２２】
　ディスプレイと、
　前記ディスプレイと通信するように構成されるプロセッサであって、画像データを処理
するように構成されるプロセッサと、
　前記プロセッサと通信するように構成されるメモリデバイスと
をさらに備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２３】
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　前記ディスプレイに少なくとも１つの信号を送るように構成されたドライバ回路と、
　前記ドライバ回路に前記画像データの少なくとも一部分を送るように構成されたコント
ローラと
をさらに備える、請求項２６に記載の装置。
【請求項２４】
　前記プロセッサに前記画像データを送るように構成された画像ソースモジュール
をさらに備える、請求項２６に記載の装置。
【請求項２５】
　前記画像ソースモジュールが、受信機、トランシーバ、および送信機のうちの少なくと
も１つを含む、請求項２８に記載の装置。
【請求項２６】
　入力データを受信することと、前記プロセッサに前記入力データを通信することとを行
うように構成された入力デバイス
をさらに備える、請求項２６に記載の装置。
【請求項２７】
　駆動方式電圧を較正するための装置であって、
　ディスプレイ要素のアレイと、
　ディスプレイ要素状態感知回路と、
　　前記アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセット
の、１つまたは複数の駆動応答特性を決定することと、
　　ディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決
定された、前記決定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出することであっ
て、前記導出することが、前記決定された駆動応答特性を、駆動方式電圧値のための公式
に代入することを含む、導出することと、
　　前記アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットを特性化するために、前記
アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットの、１つまたは複数の駆動応答
特性を決定することと、
　　前記アレイのディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセッ
トのうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセッ
トを使用すること、
　　ディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定
された前記駆動応答特性と、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセッ
トの前記駆動応答特性とを使用して、前記駆動方式電圧を更新するであって、前記駆動応
答特性が、第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から
作動することを引き起こす電圧を特性化する、第１の電圧と、第２のサブセット中の第１
のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記サブセット中のか
なりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こさない電圧を特
性化する、第２の電圧と、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から
開放することを引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が
作動状態から開放することを引き起こさない電圧を特性化する、第３の電圧とのうちの、
１つまたは複数を含む、更新することと
　を行うように構成されたドライバおよびプロセッサ回路と
を備える装置。
【請求項２８】
　少なくともいくつかの駆動方式電圧値が、公式
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【数２】

から導出され、
　ＶＳが、導出されたセグメント電圧であり、ＶＨが、導出された保持電圧であり、ＶＡ

ＭＡＸ＿Ｈが、前記第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放
状態から作動することを引き起こす電圧を特性化する、前記第１の電圧であり、ＶＲＭＡ

Ｘ＿Ｈが、第２のサブセット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを
引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作
動することを引き起こさない電圧を特性化する、前記第２の電圧であり、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ

が、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起
こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放する
ことを引き起こさない電圧を特性化する、前記第３の電圧であり、ＯＶが、作動中に前記
ディスプレイ要素に供給されるべきであるＶＡＭＡＸ＿Ｈを上回る電圧量を表す、経験的
に決定された値であり、ＡＬが、保持状態中に前記ディスプレイ要素に供給されるべきで
あるＶＲＭＡＸ＿Ｈを上回る電圧量を表す、経験的に決定された値であり、ＳＯが、保持
状態中に前記ディスプレイ要素に供給されるべきであるＶＡＭＩＮ＿Ｈを下回る上回る電
圧を表す、経験的に決定された値である、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、ディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセッ
トをランダムまたは擬似ランダムに選択することを行うようにさらに構成される、請求項
３１に記載の装置。
【請求項３０】
　駆動方式電圧を較正するための装置であって、
　ディスプレイ要素のアレイと、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第１のサブセットについて、前記第１のサブセッ
ト中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こす
電圧を特性化する、第１の電圧を決定するための手段と、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第２のサブセットについて、前記第２のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記第２の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起
こさない電圧を特性化する、第２の電圧を決定するための手段と、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第３のサブセットについて、前記第３のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記第３の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起
こさない電圧を特性化する、第３の電圧を決定するための手段と、
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、前記アレイの使
用中に保守較正を実行するための手段と
を備える装置。
【請求項３１】
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを決定するための前記手段が
、積分器を含む、請求項３８に記載の装置。
【請求項３２】
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とに少なくとも部分的に基づい
て、少なくとも１つの駆動方式電圧を決定するための手段をさらに備える、請求項３８に
記載の装置。
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【請求項３３】
　前記少なくとも１つの駆動方式電圧が、保持電圧とセグメント電圧の一方または両方を
含む、請求項４０に記載の装置。
【請求項３４】
　前記決定された駆動方式電圧を使用して、画像を表示するように、アレイを駆動するた
めの手段をさらに備える、請求項４１に記載の装置。
【請求項３５】
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、保守較正を実行
することが、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを繰り返し決定することと、前
記ディスプレイの寿命時間にわたって定期的な間隔において、前記決定された第１の電圧
と、第２の電圧と、第３の電圧とに基づいて、駆動方式電圧を更新することとを含む、請
求項４０に記載の装置。
【請求項３６】
　駆動方式電圧を較正するための装置であって、
　ディスプレイ要素のアレイと、
　前記アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットの
、１つまたは複数の駆動応答特性を決定するための手段と、
　ディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定
された、前記決定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出するための手段で
あって、前記導出することが、前記決定された駆動応答特性を、駆動方式電圧値のための
公式に代入することを含む、導出することための手段と、
　前記アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットを特性化するために、前記ア
レイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットの、１つまたは複数の駆動応答特
性を決定するための手段と、
　前記アレイのディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセット
のうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセット
を使用するための手段と、
　ディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定さ
れた前記駆動応答特性と、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセット
の前記駆動応答特性とを使用して、前記駆動方式電圧を更新するための手段であって、前
記駆動応答特性が、第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放
状態から作動することを引き起こす電圧を特性化する、第１の電圧と、第２のサブセット
中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記サブセッ
ト中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こさない
電圧を特性化する、第２の電圧と、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が作動
状態から開放することを引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレ
イ要素が作動状態から開放することを引き起こさない電圧を特性化する、第３の電圧との
うちの、１つまたは複数を含む、更新するための手段と
を備える装置。
【請求項３７】
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第１のサブセットについて、前記第１のサブセッ
ト中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こす
電圧を特性化する、第１の電圧を決定することと、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第２のサブセットについて、前記第２のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記第２の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起
こさない電圧を特性化する、第２の電圧を決定することと、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第３のサブセットについて、前記第３のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記第３の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起
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こさない電圧を特性化する、第３の電圧を決定することと、
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、前記アレイの使
用中に保守較正を実行することと
を行う前記方法をドライバ回路に実行させる命令を記憶した、非一時的な有形のコンピュ
ータ可読媒体。
【請求項３８】
　前記命令が、前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とに少なくとも部
分的に基づいて、少なくとも１つの駆動方式電圧を決定することを、前記ドライバ回路に
行わせる、請求項４７に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３９】
　前記少なくとも１つの駆動方式電圧が、保持電圧とセグメント電圧の一方または両方で
ある、請求項４８に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項４０】
　前記命令が、前記決定された駆動方式電圧を使用して、画像を表示するように、アレイ
を駆動することを、前記ドライバ回路に行わせる、請求項４９に記載のコンピュータ可読
媒体。
【請求項４１】
　前記命令が、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを繰り返し決定すること、お
よび、前記ディスプレイの寿命時間にわたって定期的な間隔において、前記決定された第
１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とに基づいて、駆動方式電圧を更新することによ
って、前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、保守較正を
実行することを、前記ドライバ回路に行わせる、請求項４９に記載のコンピュータ可読媒
体。
【請求項４２】
　前記アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットの
、１つまたは複数の駆動応答特性を決定することと、
　ディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定
された、前記決定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出することであって
、前記導出することが、前記決定された駆動応答特性を、駆動方式電圧値のための公式に
代入することを含む、導出することと、
　前記アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットを特性化するために、前記ア
レイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットの、１つまたは複数の駆動応答特
性を決定することと、
　前記アレイのディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセット
のうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセット
を使用することと、
　ディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定さ
れた前記駆動応答特性と、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセット
の前記駆動応答特性とを使用して、前記駆動方式電圧を更新することであって、前記駆動
応答特性が、第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態か
ら作動することを引き起こす電圧を特性化する、第１の電圧と、第２のサブセット中の第
１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記サブセット中の
かなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こさない電圧を
特性化する、第２の電圧と、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が作動状態か
ら開放することを引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素
が作動状態から開放することを引き起こさない電圧を特性化する、第３の電圧とのうちの
、１つまたは複数を含む、更新することと
を行う前記方法をドライバ回路に実行させる命令を記憶した、非一時的な有形のコンピュ
ータ可読媒体。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０９】
　同様に、動作は特定の順序で図面に示されているが、これは、望ましい結果を達成する
ために、そのような動作が、示される特定の順序でまたは順番に実行されることを、ある
いはすべての図示の動作が実行されることを必要とするものとして理解されるべきでない
。さらに、図面は、流れ図の形態でもう１つの例示的なプロセスを概略的に示し得る。た
だし、図示されていない他の動作が、概略的に示される例示的なプロセスに組み込まれ得
る。たとえば、１つまたは複数の追加の動作が、図示の動作のうちのいずれかの前に、後
に、同時に、またはそれの間で、実行され得る。いくつかの状況では、マルチタスキング
および並列処理が有利であり得る。その上、上記で説明した実施態様における様々なシス
テム構成要素の分離は、すべての実施態様においてそのような分離を必要とするものとし
て理解されるべきでなく、説明するプログラム構成要素およびシステムは、概して、単一
のソフトウェア製品において互いに一体化されるか、または複数のソフトウェア製品にパ
ッケージングされ得ることを理解されたい。さらに、他の実施態様が以下の特許請求の範
囲内に入る。場合によっては、特許請求の範囲に記載の行為は、異なる順序で実行され、
依然として望ましい結果を達成することができる。
　以下に本件出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［１］複数のディスプレイ要素を含むアレイにおける駆動方式電圧を較正する方法であっ
て、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第１のサブセットについて、前記第１のサブセッ
ト中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こす
電圧を特性化する、第１の電圧を決定することと、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第２のサブセットについて、前記第２のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記第２の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起
こさない電圧を特性化する、第２の電圧を決定することと、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第３のサブセットについて、前記第３のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記第３の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起
こさない電圧を特性化する、第３の電圧を決定することと、
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、前記アレイの寿
命の少なくとも一部の部分にわたって、前記アレイの使用中に保守較正を実行することと
を備える方法。
［２］前記方法が、前記アレイのディスプレイ要素の第４のサブセットについて、前記第
１の電圧、前記第２の電圧、および前記第３の電圧のうちの少なくとも１つを決定するこ
とをさらに備え、前記第４のサブセットが、ランダムまたは擬似ランダムに選択される、
［１］に記載の方法。
［３］前記アレイのディスプレイ要素の前記第１のサブセット、前記第２のサブセット、
または前記第３のサブセットのうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の
前記第４のサブセットを使用することをさらに備える、［２］に記載の方法。
［４］ディスプレイ要素の前記第１のサブセット、前記第２のサブセット、または前記第
３のサブセットのうちの１つまたは複数について決定された電圧と、前記アレイのディス
プレイ要素の前記第４のサブセットについて決定された前記電圧とを使用して、前記駆動
方式電圧を較正することをさらに備える、［３］に記載の方法。
［５］前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とに少なくとも部分的に基
づいて、少なくとも１つの駆動方式電圧を決定することをさらに備える、［１］に記載の
方法。
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［６］前記少なくとも１つの駆動方式電圧が、保持電圧とセグメント電圧の一方または両
方を含む、［５］に記載の方法。
［７］前記決定された駆動方式電圧を使用して、画像を表示するように、アレイを駆動す
ることをさらに備える、［６］に記載の方法。
［８］前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、保守較正を
実行することが、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを繰り返し決定することと
、前記ディスプレイの寿命時間にわたって定期的な間隔において、前記決定された第１の
電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とに基づいて、駆動方式電圧を更新することとを含む
、［５］に記載の方法。
［９］決定することが、ディスプレイ要素のサブセットについてのヒステリシス曲線を決
定することを含む、［１］に記載の方法。
［１０］決定することが、ディスプレイ要素のサブセットについてのヒステリシス曲線の
１次導関数を計算することを含む、［９］に記載の方法。
［１１］複数のディスプレイ要素を含むアレイにおける駆動方式電圧を較正する方法であ
って、
　前記アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットの
、１つまたは複数の駆動応答特性を決定することと、
　ディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定
された、前記決定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出することであり、
導出することが、前記決定された駆動応答特性を、駆動方式電圧値のための公式に代入す
ることを含む、導出することと、
　前記アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットを特性化するために、前記ア
レイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットの、１つまたは複数の駆動応答特
性を決定することと、
を備える方法。
［１２］前記アレイのディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブ
セットのうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブ
セットを使用することをさらに備える［１１］に記載の方法。
［１３］ディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて
決定された前記駆動応答特性と、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブ
セットの前記駆動応答特性とを使用して、前記駆動方式電圧を更新することをさらに備え
る［１２］に記載の方法。
［１４］前記駆動応答特性が、第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ
要素が開放状態から作動することを引き起こす電圧を特性化する、第１の電圧と、第２の
サブセット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前
記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き
起こさない電圧を特性化する、第２の電圧と、第３のサブセット中の第１のディスプレイ
要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他の
ディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こさない電圧を特性化する、第３
の電圧とのうちの、１つまたは複数を含む、［１３］に記載の方法。
［１５］導出することが、前記決定された駆動応答特性を、駆動方式電圧値のための公式
に代入することを備える、［１４］に記載の方法。
［１６］少なくともいくつかの駆動方式電圧値が、公式
【数５】
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から導出され、
　ＶＳが、導出されたセグメント電圧であり、ＶＨが、導出された保持電圧であり、ＶＡ

ＭＡＸ＿Ｈが、前記第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放
状態から作動することを引き起こす電圧を特性化する、前記第１の電圧であり、ＶＲＭＡ

Ｘ＿Ｈが、第２のサブセット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを
引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作
動することを引き起こさない電圧を特性化する、前記第２の電圧であり、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ

が、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起
こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放する
ことを引き起こさない電圧を特性化する、前記第３の電圧であり、ＯＶが、作動中に前記
ディスプレイ要素に供給されるべきであるＶＡＭＡＸ＿Ｈを上回る電圧量を表す、経験的
に決定された値であり、ＡＬが、保持状態中に前記ディスプレイ要素に供給されるべきで
あるＶＲＭＡＸ＿Ｈを上回る電圧量を表す、経験的に決定された値であり、ＳＯが、保持
状態中に前記ディスプレイ要素に供給されるべきであるＶＡＭＩＮ＿Ｈを下回る上回る電
圧を表す、経験的に決定された値である、［１５］に記載の方法。
［１７］ディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットをランダムまたは擬似ランダム
に選択することをさらに備える、［１１］に記載の方法。
［１８］駆動方式電圧を較正するための装置であって、
　ディスプレイ要素のアレイと、
　ディスプレイ要素状態感知回路と、
　　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第１のサブセットについて、前記第１のサブセ
ット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こ
す電圧を特性化する、第１の電圧を決定することと、
　　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第２のサブセットについて、前記第２のサブセ
ット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記第２
のサブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き
起こさない電圧を特性化する、第２の電圧を決定することと、
　　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第３のサブセットについて、前記第３のサブセ
ット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記第３
のサブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き
起こさない電圧を特性化する、第３の電圧を決定することと、
　　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、前記アレイの
使用中に保守較正を実行することと
　を行うように構成されたドライバおよびプロセッサ回路と
を備える装置。
［１９］前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記アレイのディスプレイ要素の第４の
サブセットについて、前記第１の電圧、前記第２の電圧、および前記第３の電圧のうちの
少なくとも１つを決定することを行うようにさらに構成され、前記第４のサブセットが、
ランダムまたは擬似ランダムに選択される、［１８］に記載の装置。
［２０］前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記アレイのディスプレイ要素の前記第
１のサブセット、前記第２のサブセット、または前記第３のサブセットのうちの１つの代
わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記第４のサブセットを使用することを行うよ
うにさらに構成される、［１９］に記載の装置。
［２１］前記ドライバおよびプロセッサ回路が、ディスプレイ要素の前記第１のサブセッ
ト、前記第２のサブセット、または前記第３のサブセットのうちの１つまたは複数につい
て決定された電圧と、前記アレイのディスプレイ要素の前記第４のサブセットについて決
定された前記電圧とを使用して、前記駆動方式電圧を較正することを行うようにさらに構
成される、［２０］に記載の装置。
［２２］前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、
前記第３の電圧とに少なくとも部分的に基づいて、少なくとも１つの駆動方式電圧を決定
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することを行うようにさらに構成される、［１８］に記載の装置。
［２３］前記少なくとも１つの駆動方式電圧が、保持電圧とセグメント電圧の一方または
両方を含む、［２２］に記載の装置。
［２４］前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記決定された駆動方式電圧を使用して
、画像を表示するように、アレイを駆動することを行うようにさらに構成される、［２３
］に記載の装置。
［２５］前記ドライバおよびプロセッサ回路が、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電
圧とを繰り返し決定すること、および、前記ディスプレイの寿命時間にわたって定期的な
間隔において、前記決定された第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とに基づいて、
駆動方式電圧を更新することによって、前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３
の電圧とを使用して、保守較正を実行することを行うように構成される、［２２］に記載
の装置。
［２６］ディスプレイと、
　前記ディスプレイと通信するように構成されるプロセッサであって、画像データを処理
するように構成されるプロセッサと、
　前記プロセッサと通信するように構成されるメモリデバイスと
をさらに備える、［１８］に記載の装置。
［２７］前記ディスプレイに少なくとも１つの信号を送るように構成されたドライバ回路
と、
　前記ドライバ回路に前記画像データの少なくとも一部分を送るように構成されたコント
ローラと
をさらに備える、［２６］に記載の装置。
［２８］前記プロセッサに前記画像データを送るように構成された画像ソースモジュール
をさらに備える、［２６］に記載の装置。
［２９］前記画像ソースモジュールが、受信機、トランシーバ、および送信機のうちの少
なくとも１つを含む、［２８］に記載の装置。
［３０］入力データを受信することと、前記プロセッサに前記入力データを通信すること
とを行うように構成された入力デバイス
をさらに備える、［２６］に記載の装置。
［３１］駆動方式電圧を較正するための装置であって、
　ディスプレイ要素のアレイと、
　ディスプレイ要素状態感知回路と、
　　前記アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセット
の、１つまたは複数の駆動応答特性を決定することと、
　　ディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決
定された、前記決定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出することと、
　　前記アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットを特性化するために、前記
アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットの、１つまたは複数の駆動応答
特性を決定することと
　を行うように構成されたドライバおよびプロセッサ回路と
を備える装置。
［３２］前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記アレイのディスプレイ要素の前記１
つまたは複数の以前に特性化されたサブセットのうちの１つの代わりに、前記アレイのデ
ィスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットを使用することを行うようにさらに構成さ
れる、［３１］に記載の装置。
［３３］前記ドライバおよびプロセッサ回路が、ディスプレイ要素の、１つまたは複数の
以前に特性化されたサブセットについて決定された前記駆動応答特性と、前記アレイのデ
ィスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットの前記駆動応答特性とを使用して、前記駆
動方式電圧を更新することを行うようにさらに構成される、［３２］に記載の装置。
［３４］前記駆動応答特性が、第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ
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要素が開放状態から作動することを引き起こす電圧を特性化する、第１の電圧と、第２の
サブセット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前
記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き
起こさない電圧を特性化する、第２の電圧と、第３のサブセット中の第１のディスプレイ
要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他の
ディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こさない電圧を特性化する、第３
の電圧とのうちの、１つまたは複数を含む、［３３］に記載の装置。
［３５］導出することが、前記決定された駆動応答特性を、駆動方式電圧値のための公式
に代入することを備える、［３４］に記載の装置。
［３６］少なくともいくつかの駆動方式電圧値が、公式
【数６】

から導出され、
　ＶＳが、導出されたセグメント電圧であり、ＶＨが、導出された保持電圧であり、ＶＡ

ＭＡＸ＿Ｈが、前記第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放
状態から作動することを引き起こす電圧を特性化する、前記第１の電圧であり、ＶＲＭＡ

Ｘ＿Ｈが、第２のサブセット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを
引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作
動することを引き起こさない電圧を特性化する、前記第２の電圧であり、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ

が、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起
こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放する
ことを引き起こさない電圧を特性化する、前記第３の電圧であり、ＯＶが、作動中に前記
ディスプレイ要素に供給されるべきであるＶＡＭＡＸ＿Ｈを上回る電圧量を表す、経験的
に決定された値であり、ＡＬが、保持状態中に前記ディスプレイ要素に供給されるべきで
あるＶＲＭＡＸ＿Ｈを上回る電圧量を表す、経験的に決定された値であり、ＳＯが、保持
状態中に前記ディスプレイ要素に供給されるべきであるＶＡＭＩＮ＿Ｈを下回る上回る電
圧を表す、経験的に決定された値である、請求項３５に記載の装置。
［３７］前記ドライバおよびプロセッサ回路が、ディスプレイ要素の前記追加の異なるサ
ブセットをランダムまたは擬似ランダムに選択することを行うようにさらに構成される、
［３１］に記載の装置。
［３８］駆動方式電圧を較正するための装置であって、
　ディスプレイ要素のアレイと、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第１のサブセットについて、前記第１のサブセッ
ト中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こす
電圧を特性化する、第１の電圧を決定するための手段と、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第２のサブセットについて、前記第２のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記第２の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起
こさない電圧を特性化する、第２の電圧を決定するための手段と、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第３のサブセットについて、前記第３のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記第３の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起
こさない電圧を特性化する、第３の電圧を決定するための手段と、
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、前記アレイの使
用中に保守較正を実行するための手段と
を備える装置。
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［３９］前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを決定するための前記
手段が、積分器を含む、［３８］に記載の装置。
［４０］前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とに少なくとも部分的に
基づいて、少なくとも１つの駆動方式電圧を決定するための手段をさらに備える、［３８
］に記載の装置。
［４１］前記少なくとも１つの駆動方式電圧が、保持電圧とセグメント電圧の一方または
両方を含む、［４０］に記載の装置。
［４２］前記決定された駆動方式電圧を使用して、画像を表示するように、アレイを駆動
するための手段をさらに備える、［４１］に記載の装置。
［４３］前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、保守較正
を実行することが、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを繰り返し決定すること
と、前記ディスプレイの寿命時間にわたって定期的な間隔において、前記決定された第１
の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とに基づいて、駆動方式電圧を更新することとを含
む、［４０］に記載の装置。
［４４］駆動方式電圧を較正するための装置であって、
　ディスプレイ要素のアレイと、
　前記アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットの
、１つまたは複数の駆動応答特性を決定するための手段と、
　ディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定
された、前記決定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出するための手段と
、
　前記アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットを特性化するために、前記ア
レイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットの、１つまたは複数の駆動応答特
性を決定するための手段と
を備える装置。
［４５］前記アレイのディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブ
セットのうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブ
セットを使用するための手段をさらに備える、［４４］に記載の装置。
［４６］ディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて
決定された前記駆動応答特性と、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブ
セットの前記駆動応答特性とを使用して、前記駆動方式電圧を更新するための手段をさら
に備える、［４５］に記載の装置。
［４７］前記アレイの前記ディスプレイ要素の第１のサブセットについて、前記第１のサ
ブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き
起こす電圧を特性化する、第１の電圧を決定することと、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第２のサブセットについて、前記第２のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記第２の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起
こさない電圧を特性化する、第２の電圧を決定することと、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第３のサブセットについて、前記第３のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記第３の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起
こさない電圧を特性化する、第３の電圧を決定することと、
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、前記アレイの使
用中に保守較正を実行することと
を行う前記方法をドライバ回路に実行させる命令を記憶した、非一時的な有形のコンピュ
ータ可読媒体。
［４８］前記命令が、前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とに少なく
とも部分的に基づいて、少なくとも１つの駆動方式電圧を決定することを、前記ドライバ
回路に行わせる、［４７］に記載のコンピュータ可読媒体。
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［４９］前記少なくとも１つの駆動方式電圧が、保持電圧とセグメント電圧の一方または
両方である、［４８］に記載のコンピュータ可読媒体。
［５０］前記命令が、前記決定された駆動方式電圧を使用して、画像を表示するように、
アレイを駆動することを、前記ドライバ回路に行わせる、［４９］に記載のコンピュータ
可読媒体。
［５１］前記命令が、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを繰り返し決定するこ
と、および、前記ディスプレイの寿命時間にわたって定期的な間隔において、前記決定さ
れた第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とに基づいて、駆動方式電圧を更新するこ
とによって、前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、保守
較正を実行することを、前記ドライバ回路に行わせる、［４９］に記載のコンピュータ可
読媒体。
［５２］前記アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセ
ットの、１つまたは複数の駆動応答特性を決定することと、
　ディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定
された、前記決定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出することと、
　前記アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットを特性化するために、前記ア
レイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットの、１つまたは複数の駆動応答特
性を決定することと
を行う前記方法をドライバ回路に実行させる命令を記憶した、非一時的な有形のコンピュ
ータ可読媒体。
［５３］前記命令が、前記アレイのディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性
化されたサブセットのうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加
の異なるサブセットを使用することを、前記ドライバ回路に行わせる、［５２］に記載の
コンピュータ可読媒体。
［５４］前記命令が、ディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセ
ットについて決定された前記駆動応答特性と、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加
の異なるサブセットの前記駆動応答特性とを使用して、前記駆動方式電圧を更新すること
を、前記ドライバ回路に行わせる、［５３］に記載のコンピュータ可読媒体。
【手続補正書】
【提出日】平成25年11月18日(2013.11.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のディスプレイ要素を含むアレイにおける駆動方式電圧を較正する方法であって、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第１のサブセットについて、前記第１のサブセッ
ト中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こす
電圧を特性化する、第１の電圧を決定することと、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第２のサブセットについて、前記第２のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記第２の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起
こさない電圧を特性化する、第２の電圧を決定することと、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第３のサブセットについて、前記第３のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記第３の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起
こさない電圧を特性化する、第３の電圧を決定することと、
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、前記アレイの寿
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命の少なくとも一部の部分にわたって、前記アレイの使用中に保守較正を実行することと
を備える方法。
【請求項２】
　前記方法が、前記アレイのディスプレイ要素の第４のサブセットについて、前記第１の
電圧、前記第２の電圧、および前記第３の電圧のうちの少なくとも１つを決定することを
さらに備え、前記第４のサブセットが、ランダムまたは擬似ランダムに選択される、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記アレイのディスプレイ要素の前記第１のサブセット、前記第２のサブセット、また
は前記第３のサブセットのうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記
第４のサブセットを使用することをさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　ディスプレイ要素の前記第１のサブセット、前記第２のサブセット、または前記第３の
サブセットのうちの１つまたは複数について決定された電圧と、前記アレイのディスプレ
イ要素の前記第４のサブセットについて決定された前記電圧とを使用して、前記駆動方式
電圧を較正することをさらに備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とに少なくとも部分的に基づい
て、少なくとも１つの駆動方式電圧を決定することをさらに備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの駆動方式電圧が、保持電圧とセグメント電圧の一方または両方を
含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記決定された駆動方式電圧を使用して、画像を表示するように、アレイを駆動するこ
とをさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、保守較正を実行
することが、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを繰り返し決定することと、前
記ディスプレイの寿命時間にわたって定期的な間隔において、前記決定された第１の電圧
と、第２の電圧と、第３の電圧とに基づいて、駆動方式電圧を更新することとを含む、請
求項５に記載の方法。
【請求項９】
　決定することが、ディスプレイ要素のサブセットについてのヒステリシス曲線を決定す
ることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　決定することが、ディスプレイ要素のサブセットについてのヒステリシス曲線の１次導
関数を計算することを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　複数のディスプレイ要素を含むアレイにおける駆動方式電圧を較正する方法であって、
　前記アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットの
、１つまたは複数の駆動応答特性を決定することと、
　ディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定
された、前記決定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出することであり、
導出することが、前記決定された駆動応答特性を、駆動方式電圧値のための公式に代入す
ることを含む、導出することと、
　前記アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットを特性化するために、前記ア
レイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットの、１つまたは複数の駆動応答特
性を決定することと、
　前記アレイのディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセット
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のうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセット
を使用することと、
　ディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定さ
れた前記駆動応答特性と、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセット
の前記駆動応答特性とを使用して、前記駆動方式電圧を更新することであり、前記駆動応
答特性が、第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から
作動することを引き起こす電圧を特性化する、第１の電圧と、第２のサブセット中の第１
のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記サブセット中のか
なりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こさない電圧を特
性化する、第２の電圧と、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から
開放することを引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が
作動状態から開放することを引き起こさない電圧を特性化する、第３の電圧とのうちの、
１つまたは複数を含む、更新することと
を備える方法。
【請求項１２】
　（補正）少なくともいくつかの駆動方式電圧値が、公式
【数１】

から導出され、
　ＶＳが、導出されたセグメント電圧であり、ＶＨが、導出された保持電圧であり、ＶＡ

ＭＡＸ＿Ｈが、前記第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放
状態から作動することを引き起こす電圧を特性化する、前記第１の電圧であり、ＶＲＭＡ

Ｘ＿Ｈが、第２のサブセット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを
引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作
動することを引き起こさない電圧を特性化する、前記第２の電圧であり、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ

が、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起
こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放する
ことを引き起こさない電圧を特性化する、前記第３の電圧であり、ＯＶが、作動中に前記
ディスプレイ要素に供給されるべきであるＶＡＭＡＸ＿Ｈを上回る電圧量を表す、経験的
に決定された値であり、ＡＬが、保持状態中に前記ディスプレイ要素に供給されるべきで
あるＶＲＭＡＸ＿Ｈを上回る電圧量を表す、経験的に決定された値であり、ＳＯが、保持
状態中に前記ディスプレイ要素に供給されるべきであるＶＡＭＩＮ＿Ｈを下回る上回る電
圧を表す、経験的に決定された値である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　ディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットをランダムまたは擬似ランダムに選択
することをさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　駆動方式電圧を較正するための装置であって、
　ディスプレイ要素のアレイと、
　ディスプレイ要素状態感知回路と、
　　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第１のサブセットについて、前記第１のサブセ
ット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こ
す電圧を特性化する、第１の電圧を決定することと、
　　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第２のサブセットについて、前記第２のサブセ
ット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記第２
のサブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き
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起こさない電圧を特性化する、第２の電圧を決定することと、
　　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第３のサブセットについて、前記第３のサブセ
ット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記第３
のサブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き
起こさない電圧を特性化する、第３の電圧を決定することと、
　　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、前記アレイの
使用中に保守較正を実行することと
　を行うように構成されたドライバおよびプロセッサ回路と
を備える装置。
【請求項１５】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記アレイのディスプレイ要素の第４のサブセ
ットについて、前記第１の電圧、前記第２の電圧、および前記第３の電圧のうちの少なく
とも１つを決定することを行うようにさらに構成され、前記第４のサブセットが、ランダ
ムまたは擬似ランダムに選択される、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記アレイのディスプレイ要素の前記第１のサ
ブセット、前記第２のサブセット、または前記第３のサブセットのうちの１つの代わりに
、前記アレイのディスプレイ要素の前記第４のサブセットを使用することを行うようにさ
らに構成される、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、ディスプレイ要素の前記第１のサブセット、前
記第２のサブセット、または前記第３のサブセットのうちの１つまたは複数について決定
された電圧と、前記アレイのディスプレイ要素の前記第４のサブセットについて決定され
た前記電圧とを使用して、前記駆動方式電圧を較正することを行うようにさらに構成され
る、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第
３の電圧とに少なくとも部分的に基づいて、少なくとも１つの駆動方式電圧を決定するこ
とを行うようにさらに構成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つの駆動方式電圧が、保持電圧とセグメント電圧の一方または両方を
含む、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記決定された駆動方式電圧を使用して、画像
を表示するように、アレイを駆動することを行うようにさらに構成される、請求項１９に
記載の装置。
【請求項２１】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを
繰り返し決定すること、および、前記ディスプレイの寿命時間にわたって定期的な間隔に
おいて、前記決定された第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とに基づいて、駆動方
式電圧を更新することによって、前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧
とを使用して、保守較正を実行することを行うように構成される、請求項１８に記載の装
置。
【請求項２２】
　ディスプレイと、
　前記ディスプレイと通信するように構成されるプロセッサであって、画像データを処理
するように構成されるプロセッサと、
　前記プロセッサと通信するように構成されるメモリデバイスと
をさらに備える、請求項１４に記載の装置。
【請求項２３】
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　前記ディスプレイに少なくとも１つの信号を送るように構成されたドライバ回路と、
　前記ドライバ回路に前記画像データの少なくとも一部分を送るように構成されたコント
ローラと
をさらに備える、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記プロセッサに前記画像データを送るように構成された画像ソースモジュール
をさらに備える、請求項２２に記載の装置。
【請求項２５】
　前記画像ソースモジュールが、受信機、トランシーバ、および送信機のうちの少なくと
も１つを含む、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　入力データを受信することと、前記プロセッサに前記入力データを通信することとを行
うように構成された入力デバイス
をさらに備える、請求項２２に記載の装置。
【請求項２７】
　駆動方式電圧を較正するための装置であって、
　ディスプレイ要素のアレイと、
　ディスプレイ要素状態感知回路と、
　　前記アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセット
の、１つまたは複数の駆動応答特性を決定することと、
　　ディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決
定された、前記決定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出することであっ
て、前記導出することが、前記決定された駆動応答特性を、駆動方式電圧値のための公式
に代入することを含む、導出することと、
　　前記アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットを特性化するために、前記
アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットの、１つまたは複数の駆動応答
特性を決定することと、
　　前記アレイのディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセッ
トのうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセッ
トを使用すること、
　　ディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定
された前記駆動応答特性と、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセッ
トの前記駆動応答特性とを使用して、前記駆動方式電圧を更新するであって、前記駆動応
答特性が、第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から
作動することを引き起こす電圧を特性化する、第１の電圧と、第２のサブセット中の第１
のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記サブセット中のか
なりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こさない電圧を特
性化する、第２の電圧と、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から
開放することを引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が
作動状態から開放することを引き起こさない電圧を特性化する、第３の電圧とのうちの、
１つまたは複数を含む、更新することと
　を行うように構成されたドライバおよびプロセッサ回路と
を備える装置。
【請求項２８】
　少なくともいくつかの駆動方式電圧値が、公式
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【数２】

から導出され、
　ＶＳが、導出されたセグメント電圧であり、ＶＨが、導出された保持電圧であり、ＶＡ

ＭＡＸ＿Ｈが、前記第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放
状態から作動することを引き起こす電圧を特性化する、前記第１の電圧であり、ＶＲＭＡ

Ｘ＿Ｈが、第２のサブセット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを
引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作
動することを引き起こさない電圧を特性化する、前記第２の電圧であり、ＶＡＭＩＮ＿Ｈ

が、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起
こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放する
ことを引き起こさない電圧を特性化する、前記第３の電圧であり、ＯＶが、作動中に前記
ディスプレイ要素に供給されるべきであるＶＡＭＡＸ＿Ｈを上回る電圧量を表す、経験的
に決定された値であり、ＡＬが、保持状態中に前記ディスプレイ要素に供給されるべきで
あるＶＲＭＡＸ＿Ｈを上回る電圧量を表す、経験的に決定された値であり、ＳＯが、保持
状態中に前記ディスプレイ要素に供給されるべきであるＶＡＭＩＮ＿Ｈを下回る上回る電
圧を表す、経験的に決定された値である、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、ディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセッ
トをランダムまたは擬似ランダムに選択することを行うようにさらに構成される、請求項
２７に記載の装置。
【請求項３０】
　駆動方式電圧を較正するための装置であって、
　ディスプレイ要素のアレイと、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第１のサブセットについて、前記第１のサブセッ
ト中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こす
電圧を特性化する、第１の電圧を決定するための手段と、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第２のサブセットについて、前記第２のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記第２の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起
こさない電圧を特性化する、第２の電圧を決定するための手段と、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第３のサブセットについて、前記第３のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記第３の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起
こさない電圧を特性化する、第３の電圧を決定するための手段と、
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、前記アレイの使
用中に保守較正を実行するための手段と
を備える装置。
【請求項３１】
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを決定するための前記手段が
、積分器を含む、請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とに少なくとも部分的に基づい
て、少なくとも１つの駆動方式電圧を決定するための手段をさらに備える、請求項３０に
記載の装置。
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【請求項３３】
　前記少なくとも１つの駆動方式電圧が、保持電圧とセグメント電圧の一方または両方を
含む、請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記決定された駆動方式電圧を使用して、画像を表示するように、アレイを駆動するた
めの手段をさらに備える、請求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、保守較正を実行
することが、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを繰り返し決定することと、前
記ディスプレイの寿命時間にわたって定期的な間隔において、前記決定された第１の電圧
と、第２の電圧と、第３の電圧とに基づいて、駆動方式電圧を更新することとを含む、請
求項３２に記載の装置。
【請求項３６】
　駆動方式電圧を較正するための装置であって、
　ディスプレイ要素のアレイと、
　前記アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットの
、１つまたは複数の駆動応答特性を決定するための手段と、
　ディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定
された、前記決定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出するための手段で
あって、前記導出することが、前記決定された駆動応答特性を、駆動方式電圧値のための
公式に代入することを含む、導出することための手段と、
　前記アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットを特性化するために、前記ア
レイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットの、１つまたは複数の駆動応答特
性を決定するための手段と、
　前記アレイのディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセット
のうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセット
を使用するための手段と、
　ディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定さ
れた前記駆動応答特性と、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセット
の前記駆動応答特性とを使用して、前記駆動方式電圧を更新するための手段であって、前
記駆動応答特性が、第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放
状態から作動することを引き起こす電圧を特性化する、第１の電圧と、第２のサブセット
中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記サブセッ
ト中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こさない
電圧を特性化する、第２の電圧と、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が作動
状態から開放することを引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレ
イ要素が作動状態から開放することを引き起こさない電圧を特性化する、第３の電圧との
うちの、１つまたは複数を含む、更新するための手段と
を備える装置。
【請求項３７】
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第１のサブセットについて、前記第１のサブセッ
ト中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こす
電圧を特性化する、第１の電圧を決定することと、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第２のサブセットについて、前記第２のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記第２の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起
こさない電圧を特性化する、第２の電圧を決定することと、
　前記アレイの前記ディスプレイ要素の第３のサブセットについて、前記第３のサブセッ
ト中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記第３の
サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起
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こさない電圧を特性化する、第３の電圧を決定することと、
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、前記アレイの使
用中に保守較正を実行することと
を行う前記方法をドライバ回路に実行させる命令を記憶した、非一時的な有形のコンピュ
ータ可読媒体。
【請求項３８】
　前記命令が、前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とに少なくとも部
分的に基づいて、少なくとも１つの駆動方式電圧を決定することを、前記ドライバ回路に
行わせる、請求項３７に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３９】
　前記少なくとも１つの駆動方式電圧が、保持電圧とセグメント電圧の一方または両方で
ある、請求項３８に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項４０】
　前記命令が、前記決定された駆動方式電圧を使用して、画像を表示するように、アレイ
を駆動することを、前記ドライバ回路に行わせる、請求項３９に記載のコンピュータ可読
媒体。
【請求項４１】
　前記命令が、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを繰り返し決定すること、お
よび、前記ディスプレイの寿命時間にわたって定期的な間隔において、前記決定された第
１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とに基づいて、駆動方式電圧を更新することによ
って、前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、保守較正を
実行することを、前記ドライバ回路に行わせる、請求項３９に記載のコンピュータ可読媒
体。
【請求項４２】
　前記アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットの
、１つまたは複数の駆動応答特性を決定することと、
　ディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定
された、前記決定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出することであって
、前記導出することが、前記決定された駆動応答特性を、駆動方式電圧値のための公式に
代入することを含む、導出することと、
　前記アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットを特性化するために、前記ア
レイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットの、１つまたは複数の駆動応答特
性を決定することと、
　前記アレイのディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセット
のうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセット
を使用することと、
　ディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定さ
れた前記駆動応答特性と、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセット
の前記駆動応答特性とを使用して、前記駆動方式電圧を更新することであって、前記駆動
応答特性が、第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態か
ら作動することを引き起こす電圧を特性化する、第１の電圧と、第２のサブセット中の第
１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記サブセット中の
かなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こさない電圧を
特性化する、第２の電圧と、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が作動状態か
ら開放することを引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素
が作動状態から開放することを引き起こさない電圧を特性化する、第３の電圧とのうちの
、１つまたは複数を含む、更新することと
を行う前記方法をドライバ回路に実行させる命令を記憶した、非一時的な有形のコンピュ
ータ可読媒体。
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